


新潟国際情報大学の「研究者総覧」 （2010）について

　本学は、「国際化、情報化された現代社会で役に

立つ人物を育成する」を建学の目的に設立されて、

本年でI7年目を迎えました。この間、地域社会に

多くの人材を至1至出し、着実に建学の目約に向かって

歩んで参りました。

　本学は、この目的を果たすため情報文イヒ学都の下

に情報文化学科と情報システム学科の2学科を設置

し、二つの学科において建挙の目標達成を図ってい

ます。繭学科とも分野は異なりますが、少人数によ

る実践的教育、語学教育の徹底、人間性豊かな人材

の育成を共通の理念にしながら努めています疽

　こうした教育理念を実現するため、本学ではそれ

にふさわしい教員とそれをサポートする職員が集

まって、カをあわせて研究と教育に専念しています。

そのため、教員には情報システム学科に企業幽身者

が、情報文化学科に米国、中国、韓国、ロシア響海

外脳身の教員が多いのが特徴です。総合大学ではな

い本学では、逆にその特牲を坐かして麺際イヒと情報

化をキーワードとする研究テーマに絞って、ユニー

クかつ実銭的研究を行っていますむ

　またこうした教員の地域への資献も図ろうと、新

潟市内の中心部にあります新潟申央キャンパスに工

クステンションセンターを設置し、甫民の皆様等に

生涯学習講座を開設、講師の一菩嘔を務めて1います。

　この「研究者総劉はこうした本学の教員を多く

の方々に知って頂き、その知的財産としての知識や

研究成果が幅広く地域で役立ちますことを願って、

まとめたものであります。本学の職員、学姥にとど

まらず他大挙、高等学校関係者、企薬、宥政関係者

など多くの方々から本学の教員を知り、活用頂きた

いと願っております。

　総覧をお送りし、本学の教育研究者をご紹介申し

ますとともに、この総覧がこうした初期の目的を果

たすことが出来ますことを切に願っております。

　　　2010年雀月

新潟国際情報大学長　　　堺　山　征　夫



凡例

収録内容

平成22年4月r日現在で本学に在職する專任の教鼻（教授、准
教授、講師並びにインストラクター）を収録し．記載箏項につしrては．

平成22年4月r日現在のものとした。

掲載」1憤

学長並びに本学を構成する教員を学科毎1こ掲載し．その所属こと

に教授．准教授，講師．インストラクターの」1偵とした。

掲載撃項

氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　　歴

学　　　位

職　　　歴

受　翼　歴

醐究分野
主要業績

所属学会
そ　の　他

フリガナ□一マ字を付言己。

男・女の別を喬己載。

西暦で記載。

現在の職名及び（）書きで就任年月を記載。

学部餐、学科長にあっては．その織名を書己載。

Eメール（電子メール）アドレスを言弓載。

大学等及び大学院を記載。なお、大学院博土課程

の単位取得満期運学も記載。

学位名、授与大学名，叡得年月を彗己載。

職名、在織期闇を併言己。（圏近の経歴を含む。）

主要な経歴学術に関する受資状況1こつし、て、費の

名称，受鐘年月を記載。

現在の研究テーマにつし、て言己載。

過去に発行した著書・学術論文のうちから全なも

のをその題名，発行年月．誌名・発行所を記載。

主なものを言己載。

所属する委賛会や研究会等，特言己ずべき事項を書蘭。
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学　長

ヒラ巾マ　　イウ寸

早山　征夫　　HlRAYAMA1失uO

男

r944年7月21日生

学長（2008年4月）

蔓一m8il＝hir呂yama＠nuiS．ac．」P

r967年　横浜園立大学経済学部緩済学科卒業

r967隼4月

r985年r　r月

198ア年7月

1988隼5月

r992年5」≡ヨ

「992幸巨「0」≡…

r996年rO月

2000年rO月

2004年rO月

2005年4月

2008年3月

2008年媚

臼本銀行入行

　〃　総務層広報課長

　〃　電算情報局総務課長

　〃　新潟支店長

　〃　仙台支店長

新潟県知事就任

　〃　　　再任

　〃　　　三選

　〃　　　退任

国立大学法人・長岡技術科学大学特任教授就任

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　遅任

新潟国際構報大学長就任



実践から箆た地域経営・地域政策　地方富治の課題とあo方

企業の社会的役劉など実践白勺企業論　組織の安全管聾の課是頁

地域経済としての産業・地域金融

原子力発電等エネルギー立地論　地球環鏡と共生問題

東アジア（特に北東アジア緩済圏問題）経済論

一これらテーマ1こつしrて，行政の曽長経験を踏まえた実践的な有効な政繁立案

を目指した研究を志向

箸蓄

①「私はこんな知事になoたかった」（朝日新闇出版社）

②「平成大合併新潟県の軌跡」（共著）（社・新潟県自治研修センター新

　　潟Eヨ報事業社）など

□シア科学アカデミー極東支部経済研究所名誉博士



亦圭
目

　　　臼丼陽一郎

　　　　鼠建英

　　　　小澤治子

　　　　越智敏夫

　　　小山田紀子

　　　　佐々木寛

　　　　澤口晋一

　　　　申銀珠

　　　　葛橋正樹

　グレゴリー八ド∪一

γレクサンドルプラーソル

　　　　寮藤潤

　　　　熊谷車

　　　　小林元裕

　　　　矢□裕子

　　　　吉澤文寿

　　　　松尾瑞穂

　　ポールナダスヂィ

　マイケル　ルディック

嚢妻



・学．ll…ll＝．∵位

研究分’野二’

主要落績＝

所属学会

ウスイ　　　ヨウイチoウ

臼井　陽一郎　USUl　Yoiohiro

男

r965年8月rO臼生

教授（2005年4月〕

E－mail1usui＠nuis，ac－jp

r989年早稲田大学社会科学部卒業

r992年黒稲田大学大学院経済学研究科1萎土課程修了

r995年早稲田大学大学院経済学研究科博±課程単位取得退学

修±（睾稲田大学経済学研究科）、MA　by　re昌目arch（り一ズ大学法学郡）

1994～r996年早稲日ヨ大学社会科学部助手

EU政治、EU環境政策。

著蓄

①（共著）rEU環境法』（圧費莞宏編著）慶鷹義塾大学出版会、2009年。

②（共箸）昆sMs喧η胎g1㎝a侑m赤omaLegalP釧sρeo士〃ejCurr目η士胎a士ures

　　釧d　a　Wsわηわr肺e刷士ur目．Ed．by　T自mio　N昌k昌mura－London＝Routleg8．

　　2009．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

③（共著）陳アジア共同体憲牽案1実現可能な未来をひらく論議のため1こj（中

　　村民雄編著）昭和堂、2008年。

④（共著）幅際機構』（庄司克宏編警）岩波書店、2006年。

⑤（共著）『EU研究の新地平：前例なき政体への接近』（中村民雄編蕃）ミネ

　　ルヴァ蕃房、2005隼。

⑥（共著）『アクセス地域研究］1先進デモクラシーの曹構築』（’州1有美岩崎

　　工E洋編著〕日本経済評論社、2004年。

⑦（共著）腱るコミュニティ1哲学と社会科学の対話』（日日糊コ三勝編著）文眞

　　堂、2003年。

⑥（共著）胞界システムのゆらぎの構造1EU・東アジγ・世界経済』（田村正

　　勝編蕃）早稲田大学出版部、r998年。

爺文

①訂EUの持続性戦繕と欧州統合の行方」旧本EU学会年報』第29号、2009年。

②’TheDemocra言1cQual1言yofSoftGovernanoeintheEUSusta1nable
　　Development　S言ra言egy＝A　Deliber昌tive　Deficit．Jouma∫of圧uroρe馴

　　’ηfeg個施几VoL29＝5，pp．6「9－633，D目cembeチ2007．

③’AnEvolvingPathofReg；on昌1ismlTheConstructionof酬Env1ronmental
　　＾oqu虐in節e　EEC　and　AS臥N’．ln　TNakamura　ed．、乃e　Dyηamたs　of昆sf

　　＾sねReg’oηa〃sm　Comρara士ルe　Perseo士ル自一1SS　Research　Series

　　No．24．2007．pp．3「一66一

④「気侯変動問題の構成と国際共同行動の展開1気候変動レジーム・国遵環境

　　計画・欧於1連含（r）（2）（3）」『慶薩法学』第5－6・8号、2006／07年。

⑤rrheRoleso舌SoftL日winEUEnvironmentalGov舳昌nc目1Anlnterface
　　betwe国n　Law　and　Pol；tics’．旧本EU学会年剰第26号、2006年。

⑥「一hePrincipleofE□vironment昌11ntegraミionintheEuropeanUn；onlFrom目

　　Disoursive　Construoiivi昌m’．廠潟霞際情報大学構報文化学部紀要」第8

　　号、2005年。

⑦’Evolv；ng…nvironmentalNo㎜sin言heEuropeanUnion’一εuroρean止aw

　　Jouma＾Vol，9＝1．2003一

⑧訂Euの特嚢性と規範の進化」『社会科学研究』（東京大学社会科学研究所〕

　　第54巻・第r号、2003年。

⑨’No㎜Evolut；oninEC…nvironmentalLaw’．C㎝s伽ぬ燗偽m焔bP呂ρers

　　（CoηWEB）、No，1■2002．

UACES（英国EU学会）、EUSA（米国EU学会）、日本EU学会、止ヒ較政三台学会

10



11

’．’肝究1分野

主要．拳績

＝所屑二・学会・

そ　の　他

オウ　　ケンエイ

匿；　棄……；隻　　OU　Ji目ny：ng

女

1955串O月27日生

教授（r998年4月）・学隻部長

…一m富il＝o］＠nuis．ac．jp

r982年広州外国語大学　日本弩言薔文学科卒業

r984年北京師範大学歴史学系修士課程卒業（文割1参±）

r993年東京大学大学院博±課程修了

博±（学術、東京大学、r993年3月）

r984～r993年（申国）蟹南大学歴史学部専任講師

1988～1995年学習院大学文挙部兼任講師

r993～1994年東京大学教養学部客員研究員

r994～r99ア年新潟国際情報大学助教授

中国の民主化と多民族社会。中国は発展途土国として、また多民族国家として

様々な蓄悩を掬えている。私は主として、近代串国の民主化と民族のあo方に

関する思想や論理の変化を解明し、これ1こよって、現代申国社会のあり方を規

定する諸要因を把握したし、。その手がかりとして研究してし、る中国の思想家は厳

復である。また、比較研究という視点から、福沢諭害の思想をはじめ日本逓代

思想を研究してし、る。同醐こ、グローバリゼーシ1ヨンにおける中国の思想や論理

の変遷にも注目していきたしr。

蓄薯

③『Eヨ本的市民社会』（監修）（新世紀出版社r992年）

②正福澤諭書与日本近代化』原箸者・丸山真男（編集一翻訳〕（学林出版被

　　r992年）

③担近代日本と東アジ乃（共著〕（筑摩蕃房r995年）

④旧本立憲政治の形成と変劉（共著）（誉川弘文館2005年）

⑥旧本の思想』原著者・洩山真男（共訳）（生活・読馨・新知三聯書店

　　2009年）

⑥帽由と国民厳復の模剰（東東大学出版会2009年）
論文

①「申国における福沢諭吉理観（日本歴史学会編日本歴史r992年2月号〕

②「福沢諭香研究と丸凶眞男」（みすず謬房みすずr992年rO月号）

③砺みと悲しみ一近代中国と日本」（岩波書店世界r995年3月号）

④「丸山莫男における国民題家と永久革制（緩史学研究会編歴史学研究

　　r998年3月号）

⑥「厳復の政治学における国家理論」（慶鷹義塾福沢研究センター近代日本

　　研究第r7巻）

⑥r厳復の老荘注釈における慧味」（慶鷹義塾福沢研究センター近代日本研

　　究第r8巻）

⑦臓複とモンテスキュー1『仁政』の転圓と政治的朗ヨ」（専修大学歴史学セ

　　ンター年報『フランス革命と臼本一アジアの近代化』第4号2007年）

⑧「溝末の『種族」論とプ■ショナ」シ7イデンティディ」（噺潟観際情報大学

　　構報文化学部紀要』第rO号2007年）

⑨「中国のナショナリズム形成一日溝戦争後の移り変わりと事亥革命一」

　　（r新潟国際情報大学情報文化学部紀要』第12号2009年）

中国社会文化学会・アジγ政経学会・政治思想学会

中国・中国日本史学会（理事）

アメリカ・American　Political　So；enceAssoo18tion

r986年1こ東京大学大学院で近代日本思想を研究するために来日。以後同大学院

で研究するかたわら、学習院大学で兼低講師をつとめ、また慶薩義塾福沢研究

センター、東京大学教養学部の客員研究員を兼務した。



．研男．分．野

幸∵要葉1績’．

所属学会

オザワ　　　　＾」L］

小澤　治子　O凪WA　HarukO
女

「956年4チヨ27Eヨ自≡

教授（r999年4月）

E－mail：h昌ruko＠nuis．ac－jρ

r979隼上智大学外国言吾学部ロシア言習学科卒業

r986年慶鷹義塾大学大学院法学研究科政治学専攻榑±課程単位取得満期退学

博±（法学）（慶鷹義塾大学、2000年3月）

日本国際問題破究所□シア研究センター研究員

r995隼新潟国際情報大学動教授

主な研究分野は、20世紀のEヨソ・日口関係の歴史を東アジγの国際関係の中で

考察することである。特に棚7年の□シア蘂命、また第2次世界大戦、さらに

はペレスト□イカからソ遵解体にいたる時期に関心をもって研究を進めてきた。

著嚢

①『□シアの対外政策とアジア太平洋一脱イデオロギーの検言正』（単箸）（有信

　　堂、2000隼）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

②『日本の岐路と松岡外交一r940～4r年一』（共箸）（南窓社、r993年）

③『アジアの中の臼本と申国一友好と摩擦の現代史』（共著）（山111出版社、

　　1995隼）

④陳アジアのロシ乃（共劃（慶繧義塾大学圖版会、2004年〕

論文

①「ソビエト政権初期の対日政策（rgr7．rr～192r．8〕一対米政策との関遵で一

　　（慶緩義塾大学法学研究会法寧研究第63巻第2弩、r990年2月〕

②ロルバチョフ政権と日米関係一安保条約容認をめぐる対日政策形成機構

　　の認…哉を中心1こ」（ソ連研究第r　r号、1990年10月）

③「ソ連における日本軍国主義観一プレジネフから」ルバチョフヘーj

　　（外交日寺報第1276号、r99r年3月）

④噴珠湾とソ達外交一194r年日本をめぐる米ソ関係」（軍事史学第27巻第

　　2・3台併号、1991年12月）

⑥「ワシントン会議とソビエト外交一極東共和国の役審帷中心に」（政治経済

　　史学第307号、1992年1月）

⑥「アメリカ国務省の対ソ認識（r917．rr～rgr8．ア）一駐□シア大使フランス

　　の役割を中心に」（慶鷹義塾大学法学研究会法学研究第66巻第2号，r993年

　　2月）

⑦圧スクワと極東、アジア・太平洋一ロシアの対外政策路線の一考察」

　　（外交時報第r302号、r993年r0月）

⑧「ペレスト□イカとソ連のアジア・太平洋観」（ロシア研究第r8肴．r994年硯〕

⑨「冷戦構遣崩壊後のロシアの対外政策一中東欧の位護づけを主軸に」

　　（慶獲義塾大学法学研究会法学研究第67巻第12号、r994年r2月）

⑬「NA↑O拡大間題とClS一ロシアの対外政策における位置づけ一」

　　（新潟国際情報大学婿報文化学部紀要第r号、1998年3月）

⑪「□シアの対外敬策1こおける中国一戦絡的パートナーシップの限界一』

　　（新防衛論集第25巻第4号、r998年3月〕

⑫「APECカ艦問題と□シアーアジア大平洋国際経済協力体詣■」1こおける□シγ

　　極東」（海外事情第46巻第9罰998年9月）

⑮「NA了Oの東方拡大と□シアーロシア1こお1ゴる国家費全保障観との関連

　　で一」（新潟国際1篶報大学情報文化学部紀要第4号、2001年3月）

⑭「□シアの外交戦略と米国のユニラテラリズムーイラク戦争をめぐる米□

　　関係を中心に一」（□シア・東欧研究第33号、2005年9月）

ロシア東欧学会・日本国際政治学会・アジア政経学会・軍事史学会・　．．一

□シア史研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12



1・研＝第’・分聾・

主要業績

1所1騎掌会’

オ手　　　　トシ甘

越智　敏夫　OCH1苅shio
男

196r隼7月7日生

教授（2006年4月〕・構報文化学部長

E－rn昌il　l　tochi＠nuis．ac．jp

r986隼立教大学法学部卒業

r992年慶藤義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博±課程単位取得満期退学

法学修士（慶緩義塾大学政治学專攻、r988年3月）

r992～r994年立教大学法学部助季

r994～r996年シカゴ大学客員研究員

r996年新潟国際惰報大学専任講師

2002～2003年ニニューヨーク大学招璃研究員

現代政治理論、アメリカ政治論。

現代政治理論の発屡と市爵社会・政治文化の関遵の研究。主1こアメリカ合衆国

を中心1こした先進資本主義諸園における政治的理念の展開を現実政治との関係

のなかで考察ずる。国民国家を中心概念とした一元的な政治統含の態様を批判

的に検討し、その代替物の可能性を政治聾論的課題として考えたし、。またその

議論の前提としておきたしrのは、目の前1こある政治制度や政治体制は所与のも

のとして存在してし、るのではなく、それらはあくまでも変纂可能な「状況」論理

のもとに置かれているとしrうことである。

著蓄

①鵬場としての政治学』（共箸、日本経済言事論社、2007年）

②陳アジア〈禁生〉の条件』（共著、世織警房、2006年）

③『現代市民政治謝（共著、世織蕃房、2003年）

④『講座政治学第一巻・政治理論』（共警、三嶺蕃房、r999年）

⑥『グローバjレ・デモクラシーの政治空剛（共蕃、東信堂、r997年）

論文

①「アメリカ国家思想の文化的倒面1その政府不信と体制信仰につし、て」

　　（政治思想研究、第7号、2007隼）

②ζ市民文化論の統合的機能1アメリカ社会の泊己正当化』につしrて」

　　（新潟国際情報大学構報文化学部紀要、第9零、2006年）

③“ErasingMemori目昌，Pres舳ingMemorieslPolitio目1Me目ningsofPol1ution

　　and　Antipollution　Movements　in　Cold　W昌r　J8p目n，血Joum呂1o閉ao榊oハsね、

　　vol，12．2005．

④「フィクション1こ箆る市民の司法参カロ」（法学セミナー増干］Caus目第3冒、

　　2002年）

⑤r司法制度改革の政治的意義」（月刊司法改撃第20号、200r年）

⑥ζアメリカ合衆国におけるマイノリティ文化の人為的形成」（地域文化研究

　　婁書4号、　2000隼…）

日本政治学会

日本アメリカ学会

Ameri08□Political　Sc；ence　Assod8tion

政治思想学会

地域文化学会
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所属学会

珪ヤ守ダ　　　　ノu］

小山田　紀子　OYAMADA　Noriko
女

1953隼1r月27日生

教授（2005年4月）・情報文化学科長

E－mail：oyamada＠nuis．ac．jp

r978年津霞塾大学学饗学碧隅際関係学科系業

r984年津田塾大学大学院国際関係学研究科博±課程単位取得満期退学

国際割1多±（津田塾大学、r98r年〕

1987～1989隼日本学術振興会特別研究員
1987～199r年神奈川大学外園言吾学部・法学碧腓常勤講師

1992～2005隼吉備国際大学社会学部専任講師・助教授（r995年～）

マグレプ近現代史。」鰯アフリカのマグレプ（狭義1こは、チュニジア・アルジコ〔

リア・＝E□ツコの1日フランス植農地をさす繭方アラブ圏諸国）の地域破究を行っ

てきた。とoわ1ブアルジェリアのフうンス植民地化の歴史と脱植民地化の問題

を研究対象としている。

著書

①rアルジェリアを知るための62範（共箸）（2009年、明石書唐）

②『イスラーム研究八ンドブック』（共蓄）（r995年、栄光教育文化研究所）

③rイスラーム事螂（共著）（2002年、岩波警店）

④rマグ1」ブヘの招特一北γフリカの技会と文化j（共著）（2008年3月、大

　　学図書出版）

論文

①rフランス櫃民地化前アルジニ〔リアの±地綴度」魑際関係学研究』第8号、

　　津田塾大学、r982年3月
②「独立後のチュニニジア1こお1プる農業政策の展開」幅際関係研究所報』第r7

　　号、津日日勢大学、r985隼3月

③「独立戦争前夜のアルジニ〔リアにお1ゴる農業構造一r950・5r年農業セサス

　　分析に憂づく試論一」幅際関係学研究』No．r2男1」冊、1986年3月

④「植蟹地アルジニ〔リア1こおける行政田丁村の形成」r歴史学研究』第633号、

　　弩木書店、r992年6月

⑤「r9世紀初頭の地中海と’’アルジェリア危機’1一トルコ政権巌壊の遇程に関

　　する一考察一」『歴史学研究j第692号、r996年r2月

⑥「アルジェリγ1こおける1863年元老院決議（±地法）の適用と農村社会の

　　再編一植民地行政町村の形成をめぐって一」帽際社会学研究所紀劉

　　第8号、200r年3月

⑦「幕末日本のフランス公使レ才ン・□ツシュの崇涯（覚書）一フランス・

　　マグレプ・臼本をつなぐ人物像一」『人闇と社会一知識人の時代批判j

　　吉備国際大学社会学部共同研究成果華農告蕃、2003年3月

⑧訂『アルジニ〔リア社会主義農業の構造改剃再考一r980年代のティアレッ

　　ト県トゥニ＝11テ」レ・八アド郡における螢産組織の萬編成をめぐって一」『吉

　　備国際大学社会学部研究紀要』第r4暑、2004年睨
⑨「アルジェリア1こおけるr873年ワ」シニニI二法と私的±地所有権の成立」陶際

　　関係学研究』第3r号、津田蟄大学、2005年3月

⑬「アルジェリア独立戦争と農村社会の変動住民脅編成の政策をめぐって一」

　　『吉備国際大学社会学部研究紀劉第15号、2005年3月

⑪「アルジェリア『内戦』の傷跡一2005年春の旅から一」津田塾大学嘔

　　際関係研究所報』第41号、2006年r2月

⑫「Med；terra□e富nPowersandthe’AlgerianCrisislatthθBeg；nningofth目

　　19th　Cent岬」f上智アジア学』第24弩、2006年r2月

⑱「人の移動からみるフランス・アンジェ1」ア関係史一脱植民地化と芋弓1揚者j

　　を中心1こ一」『歴史学研究』No846．2008年rO月

日本隼東学会、Eヨ本アフリカ学会、歴史学研究会、日本社会学会
14



サザ申　　　　　ヒoシ

佐々木　箆　SASAKl　Hirosh；

男

r966年6月29日生

教授（2008年4月）

E－ma誼1ShirOShl＠nuis月c．jp

r990年立教大学法挙郡卒業

r996隼中央大学大学院法学破究科博士後期課程単位取得退学

法学修±（中央大学、1993年3月）

r996年～1998隼立教大学法学部助手

r998年～2000年日本学術振興会特月1」研究員（PD）・中央大学法学部兼任講師

2000年～2003第新潟国際情報大学惰報文化学部専任講師

2003年～2008年同大学准教授
2008隼～2009年カルフォjレニニア大学バークレー校客員研究員

訂グローバル・デモクラシー（地球民主主義〕」の理論的研究

国境を越える社会運動およぴNGOの政治学的分析

東アジアの安全保障問題をめぐる理論的・実証的研究　　　　，

現代戦争論

著馨・論文・その他

①呼和研究の理論的地平一2r世紀の平和秩序を求めて」『平和研究』第20

　　号（日本平和学会）1996年6月

②げグローバル・デモクラシー』論の構成とその課題一D．ヘルドの理論を

　　めぐって」泣教法学』第48号（立教大学）r998年2月

③「『地球社会』と民主主義原理一『オタワ・プロセス』を考える」『立教法学』

　　第55弩（立教大学）2000年4月

④「グ□一バルな『全体主義』と『新しし、戦争j」r歴史地理教育j第612零

　　2000年8月

⑤『平和研究第26号一新世紀の平和研究』（早稲田大学出版部）（編著）
　　200「圭巨「「月

⑥「Atom－p〇一it≡csinEastAsia＝乃wardsaBord昌ト1目ssDemocracy」鯖報文化

　　学部紀要』第5号（新潟国際情報大学〕2002隼3月

⑦「世界政治と市民一現代コスモ粛リタニズムの位相」高畠通敏編『現代市

　　民政治論』（世織警房）2003年2月

⑧「イラク戦争とr安全保陶概念の基層」古城利明編『世界システムとヨー

　　［コッパ』（中央大学出版部）2005隼3月

⑨『東アジア安全保障の新展開』（明石書店）（共編著）2005年4月

⑬け戦争』を再考する」鰯本三夫・横山正樹編呼和学のアジェンダ』（法律

　　文化社〕2005年5月

⑪煉アジア＜共生〉の条件j（世織書房）（編箸）2006年3月

⑫「『平和』とにミュニチィ』一グ□一バル化日寺代の『暴力』を越えて」富

　　露喬・五十嵐暁郎編『平和とコミュニティー平琴口研究の新次元』（明石蕃店〕

　　2007年9月
⑬鵬代の平弄駐義」千葉輿編r平華口の政治思想史』（おうふう）2009年8」≡ヨ

⑭M．ウォルツアー『グ□一バ」りな市民社会へ向かって』（日本経済評論社）

　　（共訳）200r年rO月

⑮D．ヘルド『デモクラシーと世界秩序j（N1r咄版）（共訳）2002寡12月

⑮P八一スト幟争と権力』（岩波書店）（學訳蓄）2009年2月　　など。

日本国際政治学会（将来構想委員〕

臼本平和学会（理事）

ヨ本政治学会
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研究分野

主要業績

所属学会

そ　の　他

サりク手　　シンイ手

澤口　晋一　SAWAGUCHl　Sh1n－ich1

男

r959年2月rO日生

教授（2005年媚）

E－m昌il1sawashin＠nuis．ac－p

r983年明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

r992年明治大学大学院文学破究科地理学尊攻博士後期課程単位叡得

博±（地理学）明治大学、200r年3月

1990～1992奪8本学術振興会特男■」研究員

1992～1996年明治大学文学部一国±譲大学文学部非常勤講師

1994～r996年東海大学文学部非溝勤講師
1996隼新潟国際情華農大学専任講自而

①高緯度極地と中緯震高山山地における地形ツ□セスの比較研究。

②氷河・周氷河地形に基づく氷期の古環境復元。

著書

①rデジタルブック最新第四紀学』（分担執簑）第四紀学会（20rg年）

②『r00年の変貌一新1日地形図からみた新潟県j（分担執筆）新潟日報事業社

　　（2010年〕

③傭アjレプスー地形と生物一』（分担執筆）静岡県（20rO隼）

④汕に学ぶ一歩いて観て考える山の嘗然』（編警）古今蕃院（2005隼）

⑤旧本の地形3東北j（分担執簗）東京大学出版会（2005年）

⑥幅名山の自然学』（分損執筆）芭今蓄院（2002年）

⑦膜四紀麗頭集一臼漆のテフラj（分担執筆）（日本第四紀学会r996年）

⑧『世界の山々j（分担執筆）（古今謬院r995年）

⑨『山の自然学入門j（分担執筆〕（古今欝院r992年）

論文

①ギ北上川上流域1こおける周氷河インボリューション形成の年代」（黍刊地聾学

　　58－4．2007隼）

②「南アルプス大墾寺平の大型ソリフラクション□一ブ」増澤弘武編『繭アル

　　ヅスの自然』所収．2007年、静岡渠

③「Pre昌ent－d8岬目rig1目cial…□viron鵬ntsinCentralSpitsbergen，Svaわard」

　　（Geographio呂1Revi目w　of　J昌p呂n，77－5．2004隼）

④「北極圏カナダ、エルズミア島オーブロイヤー湾地域1こおける第四紀後期の

　　氷河作用」（駿台史学．123弩2004寡〕

⑥「Holoo昌neαaoi昌1Adv昌ncesinKorytoGlacierK冨mch8tkaRussi8」

　　（C～osph菖ric　Studies　in　Kamchatka］1999隼）

⑥「スピッツベルゲン、ニュー才一ルスンにおける地潟観測」（地学雑誌r07－

　　5r998年）
⑦「北土山地における周氷河性余緬物質移動と凍上に関する野外実験」（地形
　　「9－3　1998埠三）

日本地聾学会

Eヨ本第四紀学会

東北地聾学会

東京地学協会

・r990～r992年およびr994年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担

者として北極圏スバルバール諸島調査

・1997年夏期、文部省科学破究餐海外学術調査研究分担者として、カムチャッカ

半島言圏竃

・200r．2002年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分損者として，カナダ

北極圏〕〔jレズミア島、アクセル八イベルグ島調査。

・2004年、アラスカ大学フェアバンクス校客貿研究貿
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氏　　　名
1陸　　　別

生年月日
・職　　　名

’達絡方法
・学’1　・’’・’歴

’学　　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

所属学会

そ　の　他

争カハ，　　マサヰ

高橋　正樹　↑A鮎HASHl　Mas8ki

男

「956年3月「日自≡

教授（2005隼4月）

E－m目；l1tmas8ki＠□ui昌一a〇一jp

r98r隼中央大学法掌部政治学科卒業

r990年中突大学大学院法学研究科政治学専攻博土後期課穣満期退学

法学修士（中突大学、r985年3月）

タマサート大学（タイ）客員研究員

中央大学法学著瞭任講師

白鴎大学法学都非常勤講自乖

東京外国語大学外国語学部非繕勤講師

　政治学の観点からのタイ国家研究と、日本とアジアの国際関係を研究して1しr

ます。とくに現在の醗究のテーマはグローバりゼーション日寺代のタイ圏家の変

容についてです。タイは歴史的にバンコクを中心に世界経済と密接な関係をも

つことで国家形成を行っで来ました。その結桑、バンコクと周辺地域とでは異

なる政治経済構造を形成してきました。その二重構造は戦後の近代化時代にも

是正されることなく、新たな二重構造を構築しました。それはタイ国家内のバ

ンコクと地方との無関係的な二重構造から、国家統台の促進1こよって両養が不

平等に関係付けられた二重構造といえます。

　さらに、90隼代以降のグ□一バリゼーションによって、バンニ］クの資本や中闘

屡、国家宮僚は政府の政策をグ0一バリゼーション1こ適合したものに変えてい

きました。その結果、タイ園家の機能はグローバル資本とそれと禾情を一致さ

せるタイの資本の活動を円滑1こする機能を一層促進させてし、き、資本、中簡磨、

国家嘗僚のグ□一バル勢力とそれ以外の勢力との対立を激化させています。そ

の過程でグ□一バル勢力は国外の諸勢力にその権カを依存する構造を強化し

て、タイの国家は国民に権カ基盤をもたず国民1こ賛任をもたなし、傾向を強めて

し、〈のではなしrかと考えられます。

論文

①「19世紀前半におけるバンコク王朝の政治秩序一交易潜と権威交易体

　　制一」『法学新報j第96巻r・2号（字央大学法学会〕、r989年r　r月

②「カンボジア紛争とタイ国共産党の崩壊一地域システムとタイ国家シスチ

　　ムー」『中央大学社会科学研究所共同研究報告蕃』（中実大学社会科学研

　　究所）、r997年7月

③rア□ンの国際関係論の認識論的検討一その曽然状態を中心に一」『新潟

　　国際惰報大学1湊報文化学部紀劉第1暑、r998年3月

④「西欧1こお1ブるグローバリゼーションと国民観家一園家の脱国民国家化へ

　　の視座を求めて一」『法学新報』r　rO巻5・6号（中央大学法学会〕、2003

　　年8月

⑤「グ□一バリゼーションとタイ慶家論一分裂する社会、対立する含説一」

　　滝日ヨ賢治編蕃『グ□一バル化とアジアの現実』中央大学出版部、2005年3月

⑥幟争、諸国家システム、国家一歴史社会学の可能性と問題点一」

　　『新潟国際情報大学情報文化学部紀劉第8号、2005年3月

⑦rタイの地域主義の歴史的考案一東南アジアの多層的国際秩序研究一」ゴ法

　　学新報』第r　r5巻9・r0号（中央大挙法学会）、2009年3月

⑥「一晴的に後退するタイの民主主義一2008年r2月の『隠されたクーデ

　　ター』」東洋大学アジア地域研究センター編『アジア社会の発展と文化

　　変割20rO年鍋
日本霞際政治学会・索簿アジア学会・日本政治学会・日本平和学会・北東アジア

学会・地域文化学会・日本タイ学会

タマサート大学（タイ〕客員研究員（r986～88焦r992～r994隼、200r～孕O02年〕

アメリカでの調査・研究（1995～r996年）
18
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氏　　　名
．性　　　別

．生隼月日
＝職　　　名

’＝連緕方法

’．学　　　歴

学　　　位
職　　　魔

研究分野

主要業績

所属学会

ヴレコり…　　　　　＾ドリ…

Grego叩Hadley
男

「965圭E3∫ヨ「2日窒≡

教授（2005年4月）
E－m8il1had1昌y＠nui昌。ac－jp

1987隼Northwθst　Missouri　State　University．USA

　　　　コミュニケーション専攻・スペイン語副専攻卒業

「992隼Midwestem　B臼ptis言Theologic目1Semin目｝，uSA

　　　　神学専攻修±課程修了

「997隼UnivθrSi坤Of　Birmingham，UK

　　　　応用蕎語学専攻修±課程修了
Master　of　Divinity，M8stθr　ofA打s（TEF〕TESL）

r99アー2000年長岡工業高等奪門学校外国人教畠而

①PersonalConstructRepeけoワGridsによる社会的、教育的燭値観の異文化

　　Uサーチ。

②国際英語教育の社会学

③オーラ」し・ヒストリー研究と地域史　　　　　　　，
蕃蕃

①罫目eldofSPears1肋eLastMiss；onof言hθJordanCrewjSheffield．
　　∪K＝Paulowni目Press．2007．

②Hadley．G．（Ed、）．（2003）、’一Ao言ionRese目rohinAction．’ISingaPorθ1SEMEO

　　Reg1onal　Engl1sh　LangUage　Cen主re一

諭文

①　rAn　lnvestigat1on　of　Techniques　th富t　Enoourage　and　Measure　Oral

　　Communica主ions　in　Japanese　EFL　Classrooms」（膿鰯〕〔業葛等専匿弾校

　　研究紀要』r998焦）

②「RetumingFUllCirole1AS舳eyofEFLSyllabusDesignsforthθNew
　　Mi1len姉um」（『RELC　Journ富1』「998年）

③「lnnova｛；veCurrio］1昌in花打i昌ryEσ1AJ目pan8seCaseStudy」

　　臣ELT　Journ8■』1999圭芦）

④「Construotions昌cro昌saCultur81Gap」（共警）

　　（『Action　Rθsearoh』，T…SOL2001隼）

⑥「AForecastfortheEarly2r割Century」（全国藷学教育学会．2001年）

⑥ギSensingtheW1ndsofCh呂nge1Anlntroducti㎝toDa掴一DrivenLeaming」
　　（『RELC　Jou欄1』2002年）

⑦’’M㎝臼y，Politios8ndReligion1ASu閉yOfAnglO－AmθriCan；nfluenCein

　　「「暮SOL　3LJoum81of　L昌ngu8geマeaohing，Linguistios＆Liter目ture9．「「一33

　　（2005隼）

⑧一’lntematio囎1English目ndtheAnglo－Amerio昌nHegemony1Quandaψn
　　the　Asian　Paci｛ic　Region．一1巨plorat1ons　in狛aoher…duo昌tion「2　（2），44－

　　50．（2004年〕

⑨一’Rela言ingtheCurriculumtoRθgi㎝alConcernslAJapaneseC自seStudy．’！

　　G貰MA」ourna13（2），78－99．（2003年）

①Hadley，G．（2006）．’’∈LT呂nd淋e　New　World　Order＝Nation　Building　or

　　Neocolonial　Reconstruoiion？’’lssues1n　Political　Disoou帽e　Analysis「（「）．23－48、

⑪Hadley，G．＆Oglethorpe．J．（2007）．’’M目oKay■s　Betrayal＝Solving言he

　　Myst即o言the’Sado　lsland　Prisonθr－of－War　Massacre一、Journal　of　Mi1藁珊

　　History7「　（2），44「一464．

⑫グレゴリー・八ド■」一、石井信平（訳）「竹槍の村1こ墜ちた8－29（上）」（2008

　　年4月号）胆剰269－277．

⑮グレゴリー・八ドリー、石井僑平（訳〕ギ竹檎の村に墜ぢたB－29（下）」（2008

　　圭弄5」≡ヨ｛書）　「t壁界」　258＿266．

全璽言習学教育学会（JAσ〕

lntemational　Associ磁ion　o吉狛achers　of　Engllsh　as　a　F＝oreign　Language　（lA了EFL）

大学英語教育学会（JACET）



氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

遵絡方法
学・＝　魔

学　　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

所属学会

アレウサンド」」　　　プヨーソ」L

Alexander　Pr目so1

男

r952年rO月268生

教授（2000年4別

…一mail＝Prasol＠nuis．ac．jp

1975年極東国立大学（ロシア）日本蕎語文学科卒業

r978隼モスクワ大学日本言言習学系修士課程修了

文学修±（M昌Ster　Of　LinguiStiCSモスクワ大学、r979年〕

歴史簿士（D㏄tor　ol　H1story極東大学、2C05隼）

r978～r980年極繁大学東洋学部助手

r980～r985年筒学部専任講師

r985～r99r年同学部助教授

r99r～1994隼新潟大学教養都助教授

1994～r999年新潟大学人文学部助教授

大学卒業後、日本語と日本文化の研究をすすめてきたが、来日すると、ロシア

言吾・ロシア文化も硯究することになった。現在は、両方とも行ってし、る。ロシ

ア史概説とロシア文化論を担当するので、□シアの遇去の文化と社会、ロシγ

人発想の起源、□シア人論の説に興味を持っている。現代の□シア人として1、

激しい移り変わoを鉢験しつつある新しし、□シア連邦からの1ニュースを分板して

し、る。ロシア人の目でみた日本、日本人の目で見たロシア、両国間の交流と

諸問題などにつしrて考えている。

蕃警

①『日本語会話j（共著〕極東大学出版部r984年，r72貫

②『日本語会蕎薔1こお1ブる終助謝（単箸〕極東大学蝪版部r989年、r999隼

　　田版、r70翼

③帽本教育の成立』（8～r9世紀）（単著）ダりナウカ出版、200r，39r賛

④「明治時代の教育」（r868－rgr2）（撃警）ダりナウカ出版、2002，358嚢

⑤噌治体外交」市岡政夫著（□シア語単訳）ダリナウカ出版、2004，300頁

⑥帽本1跨代の相貌一現代社会の伝統とメンタりティー』（単著〕ナタリス

　　出版、2008，360寅
⑦旧本1時代の樋貌一現代社会の掻統とメンタリチィーj（単著）（増丁版）

　　ナタリス出版、2009，4r6費

⑧Mod舳J昌pa□lOriginsof約eMind．Jap目neseTraditionsandApPro昌chesto

　　Contempor即Life．（単警）World　Sci目ntifio，20「0，400p．

論文

①旧本語条件形式の用法をめぐって」（単警）r995年（新潟大学）

②「現代〔コシア諮における俗語と隠語1こつし、て」（単著）1996隼（新潟大割

③「古代日本の教育の成立と最初の教育機関」（鎮警）r998年（ウうジオストク）

④「SomeF盟ture昌OftheSentence－FinalPa打iclesinJap昌nθsθ」（単警）

　　r999隼（新潟大学）

⑥r鎌倉・窒剛寺代の教育」（単著）r999年（ウラジオストク）

⑥礪川目寺代の文化と家庭教育j（単著）200博（ウラジ才ストク）

⑦臓治初期教育毒■」度の変遷」（1868～r87偉）新潟璽際1脅報大学1離農文

　　化学部紀要第5弩，2002隼

⑥「現代日本教育につし、て」（筆著）Y昌po□ia：Put’KistiiMecha．2002．N3

　　（モスクワ）

⑨旧本教育の起源と展制（博士論文の概要ウラジオストク）2005年

⑳ギロシアと日本1民俗文化のアーキタイツを止ヒ較して」（単蕃）新潟国際情報

　　大学i青報文化学部紀要第10肴、2007年

日本教育史研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一

ヨー□ツパ日本研究学会（European　Assooiation　for　J8panese　Studies）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
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研究・分野

主要業績

所属学会

ウマカイ　　ケウ

熊谷　　車　　KUMAGAl　T欲u

男

r969年r月25日生

准教授（200貞隼4月）

E－m8il1…目k改＠nUis－ac」p

r99r年3月私立甲南大学法学部法学科卒業

2000年8月広島大学大学院社会科学研究科後期榑±課程法律学奪攻単位取得退学

涜学修士（広農大学、r99ヰ年3月）

r995年～r999年私立広箆文教女子大学文学部非常勤講畠面

1997年～r999年広嘉大学法学部助手

1998年～r999年島根渠立国際短期大学国際文化学科非常勤講師

2000隼私立福山大学経済学部非常勤講自面

2000年霞立呉工業高等専門学校非常勤講師

国際法、国際刑事法。テ□リズムや麻薬の不法な取弓1といった、国境を越える

犯罪の圭曽加とし、う問題を素材として、現代霞際法が、如何1こして諸国の多様な

禾■溢（主権）を調整しつつ、国際社会の共通利益（共通の保護法益）を擁護し

てし、るのかとし、うことを現在の研究のターマとしてし、る。

著蓄

①『ファンダメンタ」シ法学講座国際法』（禁著〕（不磨書房、2002年）

論文

①「国家管轄権の域外適用一アメリカ合衆国反トラスト法を中心1こ一」r995隼

　　鋸広鳥法学（広島大学法学会〕第r8巻第4号r8r嚢一208寅。

②幅際テ□■」ズムの法的規詣■」」r996年3月広島法学（広島大学法学会）第

　　r9巻第4号257寅凹300頁。

③臓州連台（EU）と国際テ□リズム」r997年2月広島法学（広島大学法学会〕

　　……芭20巻彗胃3号　203頁■235買。

④閉罪人弓1渡と国際チロリズムーニフランス共和国の立法および判例から」

　　r998年2月広圏法学（広島大学法学会）第2r巻第3号95頁一r33頁。

⑤「フランス共和副こおけるテロリズムに対する国内法的規制（一）（二売〕」

　　1999隼2月1999年3月広島法学（広島大学法学会）第22巻第3号37資一

　　60頁第22巻第4着1r7翼一r38頁。

⑥咽家テ□りズムと慶際法一ロッカビー事件を手がかりとして」2002年3

　　月新潟国際惰報大学情報文化学部紀要第5弩r15頁一r54頁。

⑦礒がテ□りストを裁くのか？一台衆圏軍事委員会と国際人権法一」2003年3

　　月新潟国際1青報大学1篶報文化学部紀要第6号87嚢一r01寅。

⑥「判例紹介テ□リストと人身保護言蕎求の可否一グアンタタモの被狗束者に

　　関する5つの裁判例から」2004年3月薪潟国際情報大学情報文化学部紀要

　　第ア号1r9憂刈59頁。

⑨「判例紹介対テ□戦争と人権一グアンタナモの被拘束者をめぐるγメリカ合

　　衆国連邦轟高裁の判断」2005年3月新潟圏際情報大学情報文化学部紀要

　　彗彗8号　1「9長妻一「33寅o

⑩「対テロ戦争と国際人権法一グアンタナ＝Eの被拘東者に対する布民的および

　　政治的権琴■」に関ずる国際規約（曽由権規約〕の適用可能性一」2005年r2

　　月広嘉法学第29巻第2号　8r頁…r　r6頁。

⑪「テロりズムを契機とする国家の国際法上の賛任に関する序論的考察」

　　2008年3月新潟国際1湊報大学構報文化学部紀要第r　r号15負一29貫。

⑫「テ□リズムと人権一テロ被疑者の処遇を素材として一」2009年8月国際法

　　外交雑誌第r08巻第2号　9憤一r　r9翼。

世界法学会

国際法学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一

米国国際法学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22
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11華．干早日

∴ヨ翠’．緕．1万法

学　　　位
織’’　　歴

研究分野
主要業績

所属学会

］パ巾ラ　　モトヒロ

小林　元裕　K08AYASHl　Motohiro

男

r963年蜜

准教授（200r年9月〕

E＿m昌il1Kobayasi＠nu≡s．aojp

1986隼横浜市立大学文理学部文科卒業

r989年立教大学大学院文学研究科史学専攻榑±課程前期課程修了

1990～r992隼驚開大学霧学
1996年立教大学大学院文学研究科史学専攻博±課程後期課穫退学

博土（文学）（立教大学、20r0年3月）

1996～1998年立教大学非常勤講師

r998～2001隼在藩陽日本国総領事館留彌査員

2002～2003年信州大学非常勤講師
2003～2004隼放送大学（新潟学習センター）・新潟大学非常勤講師

2006～2007隼東北学院大学非常勤講自而

日中関係論・日中近現代史　　　　　　　　　　　　　　　，

著馨

①『東京裁判資料・田中隆吉尋問調書』（共編、大月馨店、1994年）

②『天津史一再生する都市のトポロジー』（共著、東方書店、1999隼）

論文

③ギ天津事件再考一天津総領事館・支那駐屯翠・日本人居留民一」（『日本植

　　民±也石肝究j　套菖8号、　1996圭芦）

②「阿片をめぐる日本と注兆銘政権の『相剋」（r年報貿本現代史』第3号、

　　1997年）

③「DrugOperat1onsbyResidentJ昌panesθinTi目njin」（『OρiumRegimθs－

　China，竃rit昌in、目nd　Jap目n，「839一「952j，B目rk目1ey＝University　of　California

　　Press．2000）

④「移行期における民筥経済一串圏・藩陽にみる歴史的背景と現在」（共著、

　　『東亜』200r年2月号）

⑤「国有企業三…三体地域1こおける私欝企業の発展と政治経済体徹一遼學省の事例」

　　（『中圏の私営企業等の実態とその国内政治への影饗評価』霞山会、2002年）

⑥「歴史上的“改革…與日本外交一以昭和初期為例」（『全球化與東亜政治、

　　行政改革』天津人民出版社、2003年〕

⑦「遼寧省の市場経済発展と企業己支撃・中小企業一藩陽の剰列から一」（共著、

　　『東ゴσジアビジネス提携の展望j文翼堂、2004年）

⑧「蒙彊の日本入居留民」（帽漆の蒙彊占領r937－r945』研文出版、2007年）

その他

①「書言畢一山田豪一臓洲覇の阿片専売一わが「満蒙特殊権益」の研究』」

　　（旧本樋民地研究』第r7号、2005年）

②「議要旧申戦争と上海、そして私一古厩忠夫隼国近現代史論集』」

　　（『Eヨ本植民地研究』第r8号、2006年〕

③「日中関係再考」（『東アジア〈共隻〉の条件』世織書房、2006隼）

④「里見甫と宏済善堂一障申宏済善裳内容概記』他について一j
　　（r年報日本現代史』第r3号、2008年）

⑤翻訳「檀民地期から戦後における台湾の社会運動史研究につし、て（陳慈玉）」

　　（r年報日本現代史』第r3弩、2008年）

日本植民地研究会

近現代東北γジア飽域史研究会

日漆現代史研究会

中国現代史研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一

歴史学研究会



翼∴・・賢r・・、歴・

研究分野
．主睾秦績

所属挙会

ヤヴ苧　　　ユウコ

矢口　裕子仏GUCHl　Yuko
女

1961年2月22日生

准教授（200r年4月）

E－mail1yaguti＠nuis。目c．」P

r985年3月法政大学文学部英文学科卒業

r99r年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学尊攻修±課樹1多了

r994年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学専攻榑±課程満期退学

文学修±（法政大学、r99r年3月）

東象医科歯科大学非常勤講師（1994．4～200r．3）

r996隼7月14日第胴女性学研究国際奨励賞
アメリカ文学、ジコニンダー・セクシュアリう：イ研究（個人研究）

萎護

陳フフジアく共生〉の条件』世織奮房（2006．3）共箸

論文

①山An目isNin1AnotherWom目nNOtintheNOv僅1s（i）…『法政大宇大学院紀要』

　　隻蕎28号　（67－84…葦〕　（「992．3）

②．一An目isNin1Anoth臥Wom自nNotin言hθNovels（互）I！『法政大学大学院紀要』

　　第30号（55－74頁）（r993．3）

③rS榊Shep8rd，肋o肋rLov昌一カウボーイが女を愛する時」法政大学英文

　　学会膜文学誌j第36弩（65■85貿）（r994．2）

④「SamShepard．ハ〕θof士h雷Mηd一新ししrイヴの歌」日本アメ■」カ文学

　　会rアメ■」力文学研究j第32号（57－74頁）（r996．3）

⑤．’The鴨xtTh昌言1stheWriter－Ana；sNin■sD；昌ry’Iハη挑一州1η士ema打o舶1

　　Jouma∫Vol．「6．An目is　Nin芦oundation　（pp．49■60〕　（「998．3）

⑥’↑helmagin靴F昌the…ハηa志一伽加士ema〃oη自1Jouma止Vol．r8－An8isNin

　　Fo］ndatio□（PP．46－60）（2000．3）

⑦「『パリ、テキサスjあるし、は砂漠の□マンス」全国アメU力演劇研究者会議

　　『アメリカ演劇』第r2号（65－85頁）（2000．6）

⑨帷優の家のスパイーHen帖Juneから読み直すAnaisNin」日本英文学会
　　r英文学破究』努80号（r3－25真）（2003，10）

⑨j一刊i廿目ringMaoh1舵o盲P目radise－G1inpsesof刊oofAnaisNin－sJapanese

　　Daughters一■ハCa危加Sρ自oej月na唐へ伽〃士e帽αJou伽a止Vol．「．S～Blue　Press

　　（PP．106－17）（2003．1r）

⑪「アプ■イスーニンの娘たち一冥ヨ三まさ子と矢」1鐙子のグ■」ンツスjゴ新潟ジェ

　　ンダー研究』第5脅（ρp．5■r2〕（2004，2〕

⑪「□マンティック・クィアー草野マサムネジ〕ニンダー試論」『新潟国際情報大

　　学情報文化学部紀要』第8号（pp．39－50）（2005．3）

⑫一’ASpyintheHouseofSexuality1RereadingAn8isNi□throughHe岬8Ju鵬’」
　　ハcaたわSρao自■ηa’s～h〕fe帽1γJou川a＾吻1．4．Sky已；Ue　Press（pp．22－34）

　　（2007．3〕

⑮「アナイス・ニンの「ジューナ」一『人工の冬jパリ版から」噺潟塵際構報

　　大学情報文化学部紀要』第r0号（pp，57■60）（2007．6）

⑭「アナイス・二ニン『人二［の冬jパリ版としrう旅」『水声通信』第28号（pp．23

　　－35）　（2009．5〕

⑮r想像の父を求めて一ゴインセスト』論への前葵曲」『水声通信』第3r弩

　　（PP．r35刈44）（2009．9）

日本アメリカ文学会

日本英文学会

日本女性学会

日本平和学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一

臼漆ヘンリー・ミラー協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24
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学’．．∵位

職　　　歴

研究分野
主要業績

所属学会
そ　の　他

守ツ茸　　　…ズホ

松尾　瑞1穂　MATSUO　Mizuho

女

1976幸匡6チヨ20日自≡

講師（20rO年4月〕

E－mail：matSuOm＠nuiS．aC．jp

r999隼南山大学文学部人類学科卒業

2002年名古屋大学大学院国際開発研弼斗博±前期課樹1多了

2007年総含研究大学院大学文化科学研究科博±後期課程単位取得退学

博±（文学）（総合研究大学院大学、2008隼）

2006隼～2007年　臼本学術振興会特男■搬究員（DC2）

2007年～20r0隼　日本学術振興会特男棚究員（PD）

2008年～2010年　同聯大学非常勤講師

文化人類学、医療人類学、ジェンダー研究、身体論、南アジア地域研究

著薔

『医療人類学のシッスンj（共蕃）（学陽蓄房、2007年）

論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

①咄産の近代化政策における「伝統制産婆一インドのTBAトレーニングを

　　めぐる価値と実践一」（眠族寧研究』第68巻r号、2003年）

②蹄国医療とネイティプ女性一バースコント□一ルにおける身体の「管理」

　　と女1生の「救済」一」（『地域研究論劇第7巻2号、2006年）

③「「一人か二人、それで十分1」一マ八一う一シュトラ農械社会1こおける家族

　　計画の実践一」〔『マ八一う一シュト刮第1r号、2006年）

④「インドにおける生殖医療技術と不妊の医療化一マ八一ラーシュトラ・プネー

　　の医師の書説から」（『南アジア研究j第r9号、2007年）

⑤陛念とし、う不磯案性とリスク1インドにおける代理懐胎をめぐって」（『Kyoto

　　Working　P目P目d　G－COE　serires29．2009年）

⑥「個復」を希求する一インド1こおける不妊と臓産」の経験」（『文化人類

　　割第74巻3号、2009年）
⑦ギ争点化するセクシュアリティー植民地期インドにおけるR．D．カルヴェーの思

　　想と活動を中心1こ」（『南アジア研究』第2r号、20rO年）

⑥「ジェンダー化されたサツァリングー不妊の病因論と経験の組織化」（『コン

　　タクト・ゾーンj第3号、20rO年）。

日本文化人類学会、日本南アジア学会、宗教と社会学会

プネー大学（インド〕社会学部外来研究貿（2003～2005年〕

国立民族学簿物館共同研究員（2007年～）

人閤文化研究機構地域醗究推進事業研究分担者（2010年～）

二1ニヴァーシう＝イ・カレッジ・□ンドン（葵国〕客員研究嚢（20rO隼）

26



学．・．・・　　1位’1

職’’　魔・

鋼究分野

所属学会

甜一」」　ナ事スデイ

Paul　Nada昌dy

男

1972圭芦9月「8Eヨ自≡

CEPインストラクター（2008年4月〕

E－m昌il　l　n目dasdy＠nuis，ao．」p

「994No愉H8けs　College，Stevenage．D1plom目1Fiim　S言udies．

「998M昌nchestθr　Metropolitan　university　BA（Ho□s）0egチθe’in　lnter目c…ive呂nd

Broadcast　Media．

2008Birmingh8m　Un～ersity　M昌st8rs　in　TEF〕TESL．

修士

NOVA，Tokyo．lnstructor（2002－2004）

lnterac，Chib8－Assist目nt　Language下e80h8r（AしT）．（2004－2006）

Sh〕mei　Eiko　h1gh　school．Sai重ama－English　Tb昌cher（2007－2008）

Niiga言呂UniverS；ty　lnstruc…or　of　EngliSh．（2008～）

Sociocultur富1Theo｝

MOt；v昌tion8nd　L芭呂rnerAutOnomy　　　　　　　　　　　　　　　　l

Self－E打ic80y　in　Second」8nguage　Lθarning

Group　Dynamios

MArSUDA一（M昌terials　DevelopmentAssociation）L昌昌ds．UK．

JA□「（The　Japan　Associ昌tion　for　Language花aohing〕

JALT　MWSlG（M昌ieriai　Writers　Speoi目11nterest　Group）
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Michael Ruddick 
~
i
~
 
i 966~j~5~: 25 El ~i~ 

CEP ~j* ;~.h~~7~7- (2008~j~g~]) 

E-mail : rL~ddick@nuis.acj~ 

~iakelaw School, Newcastie iJpo~ Tyne, England, ~977-1982. O [evels 

Newcastie College, England, i gg2 - 1 993 H{igher Education Poundatioil Course 

in Eng;ish Liter~ture, Englis~ ~anguage and Historical Studies 

U~uive~sity of SL~nde~land, England, ~gg3-1 996 BA (Hons) Degree (2:1) in Englis~ 

Studies 

Newcastle Ooi[ege, England, Feb~uary -M~y lgg7 Certificate in English 

~anguage Teaching to Adults 

University of Bi~ming~am, Er~giand, Ootober 2005 to September 2008 

Graduated Decembe~ 2008 

MA in TEFL 
Shumei Eiko high school, Saitama. Eng[ish Teac~er (2006 - 2008) * 

Niigata Prefecture Baard of Education, Niigata. ~~lglish Teacher (2002 - 2005) 

NOVA Intercu!tt~~ai Institute, Nagaoka, Japan, November (1 999  2001 ) 

Sociacultural Theory 

Critical DiscoiJrse Analyisis 

Research Methods 

Niigata JALT - Prog~am C~air 
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　　　　　　　　情報

上西園武農

岸野溝孝

　桑原i1吾

　近藤進

笹jl1蓄昭

白井健二

高木義和

竹並輝之

槻木公一

　西］」茂

藤瀬武彦

山o直人

石井患夫

　石川洋

大野富彦

小野陽子

小宮山智志

佐々木桐子

二瀬由理

　吉E日博

河原和好

中田豊久

　山下功



==.). ..=. 
J~~i~l ~~~~ Kaminishizano Takeyoshi 
~
i
~
 
1 95i ~j~5~i ~ 7 E{~~ 

~~~~ (20iO~4~j]) 

E-mail : tkan~i@nuis acJp 

1976~;3~~ ;~~~;~~-~:~~~~~~;~~~=~~7~"~*~~~~~~F=~:1~~l~..-_i~~~sE'ii~___T 

t~i (~~~'~,'~1. ;~~~~~i~L1+~;~~~~;~:~F~~~1~*. 2009~j~l2~]) 

1977L~4~] -) ~)/:/~~~l~~i~S~~~:~i~~~ f3~~~I~~~~ (/~;~/~ ~;. ~)/~ )/. 

. 

2004~~I~] ~i]~i ~~~;~~~~~ 

)~~･~I~~~. ~~:[[)~~*~~:1'~'L1"~~f (HCD) ~~~]~~Uf~~!~~~a)~~~f~i. ~~=~~~~il I~ 

~ ~ ~q)~~~~,=~~1~ ~~]~~!~~IC;~l~i Ur*-i~~~~~~) ~ +~F~~CD~~~fi~* ~:~~f~~E~~~a) 

f*"~)(D~:~~=~)~~ "~u' 

~i~~ 

~)~~~fi~*J. )~~*~l~~, pp.~78-182, Vol.45, N0,3, 2009~j~ 

~a)~f~:t~J. )~~*~~1'~'L1~~~+, pp 21-28, Vol 5, No 1, 20a9~~ 
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
．学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

所属学会

　　　　　　　　　　　そ　の　他33

キシノ　　　キヨ争力

岸野　溝孝　KlSHlNO　K1yo言8k目

男

r949年4月20日生

教授（2004年4創・構報システム学科長

E＿mail1Kishino＠□uis．80一」p

r972年京都工芸繊維大学工芸学部生産機械工学科卒業

r974年京都工警繊維大学大学院〕二芸学研究科生産機械工学専攻修士…果穫終了

博±（工学、京都大学、2004年3月）

r974年株式会社日立製作所システム技術本部入社

r998年株式会社日立製作所システム事業部ロジスティクスシステム部長

2002年株式会社Eヨ立製作所システム事業署鰹業・流通システム本部長

製造・流通分野1こおし、てビジネスプ□セスを分析し、lTの活用により業務改

革を行うシステムの計函に関ずる研究

①製造一流通におけるSCM（SupplyChainManagement）の研究

②製造・流通1こおける□ジスティクスのlT化の研究

③トラック輸送の高痩交通システム・1TS（lntelligentT卿spoけ孕ti㎝System〕

　の活用1こよるlT化の研究

著馨

③rClM生販統合の実現」日本経済新闇社（共著〕r990年

②r人工生命」局文警院（共蕃）2002年

③「流通と物流」蓄争岡学術出版2007年

④「卒業論文のイ窄り方複台領域分野にお1プる経営学研究の進め方」静岡学

　　術出版（共著）2008年

論文

①「On　Stoohastic　Control18b燃y　for　Nonlinear　System」lEE憂AUTOMAT1C

　　CONTROL．1974
②「戸Aa□dFhys1oalDistributionataCopyMach1nePa吋Prooes昌ingWorks」

　　lntemational　Phys1c自1Distribu…ion　Confe娼nce　lbky〇一1985

③「lntegratedandDistributedProduct；onCon言rolSystemforDailyParts

　　M目nufacturing」H；t目chi　Reve1ew．1986

④「FMSの動向と適用技術」無人化技術1987年

⑤ギV榊の利用による資材業務の合理化一ぺ一パーレス化」日立評論r989隼

⑥「生産・販売統台ClMシステム」日立蕎乎論r993年

⑦「生販統合化1こおける惰報処理の技術一製晶・活用法」ファクトリ・オー

　　トメーション1994年

⑧儒要変動に対応した生産計画j電気学会産業応用部門金圏大会1995年

⑨「2r世紀ビジネス筆新を支えるCALSの震開」日立評論1997年

⑩「Dev81opmeniof舳fici自1Lif開asedOp言imizationSy昌tem」E1gh淋

　　1ntemational　oonfere□oe　on　p呂r目11el　and　Distr1bution　Systθms　Korea1誓EE

　　COMPUT姜R　SOC1酊Y，2001

⑪「ブ□一力一を利用した交通情報予測方筑の検討」情報処理学会論文誌

　　2002隼

⑫「ArrivalTlim昌PredictionBasedonFloatingCarDat8intheFlee言
　　Ma舶g目m目n言ASP」9th　lTS　World　Congress，Chi08go，2002

⑯rトラック運行管理ASPlこよる業務向1ブ交通1着報サービスの開発」計測寅

　　動詣≡湖学会産業論文集2003隼

⑭「サプライチェーン1こお1プる総コスト騒小となる輸酉己送計画の窪発」新潟国

　　際情報大学情報文化部紀要2007年

情報システム制御学会、計三則富動制御学会、交通工学研究会、情報システム

学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一
技術士（経営コニ学辮『、総合技術監理辮『）



　　　　　　　　　ウワ」、う　　　サト」L

　　　氏　　　名　桑原　■腐　KUWAHARA　S昌toru

　　　生．年月日　r956年7月r田生

　　・織．1　名教授（2008年4月〕

臨二連・㍗肚㎜i■＝㎞㎜h渤uiaaαjp

　　　学位工学修ニヒ（東京農工大学、r983隼3月）

　　　織　　　歴　1983年4月～2000隼6月1三菱電機株式会社情報システム技術センタ専任
　　　　　　　　　2000隼7月～200r年3月：KPMGビジネスアシュアランス株式会社シニアマネージャ

　　　研究分野情報セキュリティ。構報化社会の充実には、テクノロジーの発展とそれを実

　　　　　　　　　社会で利用するフレームワークの構築が重要である。矧こインターネットの

　　　　　　　　　ような才一プンネットワークにおいて、個人や組織のi精報の発金1生、可用姓，

　　　　　　　　　機密■陸を確保するためのテクノ□ジーと利用のためのフレームワークについ

　　　　　　　　　て研究を行っている。

　　　主要業績　論文
　　　　　　　　　①状態をもコた内部表現でプログラムを條持ずるプ〔〕グラミング教育環境の

　　　　　　　　　　　有効性の検討共著2007．9竃子箔報通信学会　信学技報

　　　　　　　　　②初心者プログラミング環境1こ関する一考察學著F1T2007

　　　　　　　　　③昌一japan／u－japanにおける一般利用者のための情報セキュリティ認知の社

　　　　　　　　　　　会環墳1こ関する一考察　単著　2005．1r情報処理学会1S研究報替　構報

　　　　　　　　　　　処理学会

　　　　　　　　　　④ビジネスアプリケーションのための新ししrアクセス管理の視点単著

　　　　　　　　　　　2005，3　新潟国際情報大学紀要第8弩　新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　⑤「大学の役割と1了化1こ関ずる一考劉學著2003．9情報処選学会1S研究華豪

　　　　　　　　　　　告情報処理学会

　　　　　　　　　　⑥ギ地方私立大学におけるlT利馬に関する一考察」単蕃2003．3新潟国際構報

　　　　　　　　　　　大学紀要第6暑　新潟観際情報大学

　　　　　　　　　　⑦「Mobilephonea昌s目curetermina1forθ一business」巣箸2002．8Japan－US

　　　　　　　　　　　Joint　Seminar　on　e－business目nd　i．business　Satoru　KUWAHARA

　　　　　　　　　　⑥「EC・セキュリティソリューション」2000．4三菱電機技報Vol．74No，4三菱電

　　　　　　　　　　　機株式会社佐々木、桑際他

　　　　　　　　　　⑨「社内認証周を設霞し、グループ企業にディジタル認証書を発行」共著

　　　　　　　　　　　2000．1（貝オ）関西情華農センタ機関紙（貝オ）関西情報センタ桑原、中村

　　　　　　　　　　⑩『三菱電機におけるインターネット極ヨ」用した企業問遵携システムのセキュリ

　　　　　　　　　　　ティの実際j臼本テクノセンターセミナー講演1999隼

　　　　　　　　　　⑪rJapanNet認証サービスを利用した校内情報システム』共著r998．5≡菱

　　　　　　　　　　　電機鼓報VOl．72No．5三菱電機株式会社桑原、遼藤

　　　所属挙会情報処理学会
　　　　　　　　　構報システム学会

　　　　　　　　　日本リスク研究学会

　　　そ　の　他　・情報処理技術者試験（経済産業大臣所管〕試験委員

　　　　　　　　　　1n玄ormation　Sys…ems　Audit昌nd　Con酎ol　Assooi昌tion会員

　　　　　　　　　　一σSA（C目rt菱ied　lnformation　Systems　Auditor）

　　　　　　　　　　一ClSM（Certif；ed　lnformation　Security　M自nager〕

　　　　　　　　　　・東京農工大学　非常勤講師（2002～）

　　　　　　　　　　・Visiting　PrOfeSSOr，UniverSity　Of　Albeけ目　（2007．2008）
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　　　　　　　名

　　；室・午戸1臼

　■　■　■

撒
　　■　　■　　■　　1．学
　　■　　＝．職

　　■　　1研’・究’分．野’

．主要．業績

所属．学会

’そ・r’1．の’他

コンドウ　　ススム

近藤　進　KONOO　Susumu

男

r949奪三3月5日生

教授（200r年9月）

E－mail1ko□do＠nuis．呂c．」p

1972年新潟大学工学部電子二［学科卒業

博±（工学、京都大学、1994辱5月）
r972年～200博日本竃信電話株式会社（元ヨ本電信電話公社）研究所．

光ファイバー伝送用各種デバイス（レーザ、光変調器、光スイッチ、受光素子〕

および結墨成長（バルク、液奉目エピタキシャル成長、気櫨エピタキシャル成震〕

信越地域の情報通信

論文

①“Liquidphas呂一eP峰axialglowihofs；ngle－cryst81LiNb03thinfilm…，ApPl，

　　Phys－Le訂．26，p489　（「975）

②山LPEgrowthof］（Nb．伯）03solid－solu言ionthinfilmwaveguideo□Li伯03

　　subs言rate¶一J．C〃昌t81Growth46，p314（「979）　　　　　　，

③…Preventionofcircumferenti81meltb目c氏inLPEgrowthoflnP／lnG8AsP／

　　1□GaAs／lnP　layers　forAPD’’、J．Cツstal　Growth6「，p8（「983）

④“660nmlnG目Plightemi廿ingdiode昌onSisubs訂ate¶．ApPl．Phys．Lett．53，

　　p273　（「989〕

⑤山MOVP蔓growthofstra；nedlnGaAs／lnAlAsMQW昌foraPolarjz8tion
　　i・s目nsit；v8elec言ro－absorp重；onmodulat〇…、J．E1目ctron．M8tθrials25，P385

　　（r996）

⑥…RutheniumdopedSemi－insu1昌tinglnPBuriedlnGaAlAs／lnAlAsMult；一

　　Qu昌池m－Well　Modula…ors’’、Jpn．J．Appl．閉ys．4「．p「「7「（2002）

特許

　Semioonduotor　opit；c自1devi08and　fabrica君on　method一一

　Europ髄n　P8tent，No．0r25r610Jan．28（2006）独、英、仏、伊

　　　　　　　　　NO，01286439Aprr2　（2006）独、葵、イム，伊

　Unit目d　S言ate　Patent，No．07060518Jan．「3　（2006）　米

電子情報通信学会

応用物聾学会

信越情報趨書懇談会：新世代情報通信網委員会委員長
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1氏．・・　名

1研’究・分．’窒予

1主．・要．「．・業・．績

所属学会

ササカワ　　ヒサアキ

笹川　譲召　SASAGAWA　Hisaaki
男

r94r年9月7日生
特イヨ≡教寺受　（2007年4月）

E一閉8il1昌8sagaw8＠□u；s．ac．」P

r964年新潟大学人文学部人文科学科卒業

r967年東察都立大学大学院人文科学研究科英文学専攻修土課程修了

文学修士（東京都立大学、r967年3月）

r967年獺協大学外国語学部専任講師

1968年新潟大学教養部動季

1969年新潟大学教養部専任講師

r975年新潟大学教養部勤教授

r987年新潟大学教養部教授

1994年新潟大学経済学部教授

中泄英語英文学、英言吾史、笑語教育

箸奮（共編・共著）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

①研究社新英和大辞典（第5版）（研究社、r980隼）

②［〕イヤル弼口辞輿（暖文社、1990年）

③英文D、キャドベリィー蕃畷境ホル＝Eン汚染醍頁の解明に挑む科学者たち』

　　（英窒社、r999年）

④原文対訳「カンタベリィ物語・総序歌」（松柏社、2000年）

⑥徹浅解明欽定英喬尺墾書初版マタイ福蓄奮（研究被、2002年）

諭文（共著・単著）

①「チョーサーの散文における謁1廣一S－V－O型について一」新潟大学教餐部研
　　5宅諦己≡要、　葦竃「套蔓　（「969．3〕

②rSo鵬Obs帥ationsontheUs80fG馴i□Ch8uo目rIsPoetry」新潟大学教養
　　部研究紀要、第5集（r975．3）

③「チョーサーのKnightIs乃1elこおける史的現在及び史的売了」新潟大学教養

　　部研究紀要、第12集（198r．r2）

④「チョーサーにお1ブる文彩的否定」新潟大学教養部研究紀要、第r5集
　　（「984、「2）

⑥「肋e月o冊uηfof的目Ros81こおける翻訳の技巧と文体自勺特鮒新潟大学教
　　萎萎普旧蚕肝究掃己蔓墓、　貢彗「8集　（「987．「2）

⑥「OntheUseo盲肋昌士inChauoer’s厄侮ofMθ〃bee」新潟大学教餐部研究紀
　　墓姜≡、　彗膏25套…　（「993．「2）

⑦「TheAuthor；z昌dVersionoftheBiblθ（r6rrパマタイ福當書jの英言薔」新

　　潟大学蕎語文化研究、第七弩（2001．r2）

⑥「キャクストン版カンタベリー物語第2版（PepySlCOpy）の総序歌の転写

　　およぴ校台」新潟大学蓑吾文化餅究、第十一暑（2006．3）

⑨「□バート・ヘンリソンrクレセイドの遺言j刑ETES朋M酬τ0F
　　C旺SS目D」新潟大学竃語文化研究、第十四号〔2009．6〕

日本英文学会

日本中世英語英文学会

新潟大学英文学会
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研究分野
主要業績

所属学会
そ　の　他

うライ　　　ケ｝，

白井　健二　Shir8i　Kenj；

男

1949隼8月3rヨ生

教授（2009年4月）
E≡一m8il：shir昌i＠nuis一呂o．」P

r973隼3月　立命館大学理コ〔学著鰯気工学科卒

r975年3月　立命館大学大学院理工学研究科電気工学専攻修±課程終了

博士（工学、立命館大学，2000年9月）

r975年4月　立石技術サービス株式会社（現オム□ンツィールドエンジニアリン

グ㈱）入社．阪神高速遵路公國の交通管蕎■」システム1こ従事。

r980年9月　株式会社CSK入社，東京大学地麗観測システムの開発に従事。

r982年媚　株式会社エリック入社，1982年．システム開発部長．ヂィジタル同

期端局徹御システムの開発に従事，NF電話局業務システム1こ従………．r99r年6月．

取締役1こ就任。

r992年9月　株式会杜1毒報工房設立．代表取締役社長に就任。ネットつ一クイン

フラ系ソフトウコニアの販売・保守・カスタマイズ事業を展開。　！

2008年3月　協和テクノロジィズ株式会社1こ入枝．支配人，マーケット開発部酉礪。

数理ファイナンスを応用した情報シスチム解析

論文

①自井一天野・丼上1「ファイナンス論直勺評価1こよる待ち行列系最適制御一

　　収益レート1こ対する最適性の条件一」電気学会論文誌．Vol．r20－C．

　　PP．554－560．2000年4月

②自井・天野・井上1「トランザクション消滅のある待ち行夢1」系の最適酉己分法

　　一ファイナンス論的アプ［コーチー」電気学会論文誌，Vol．r20－C，pp，453－

　　463．2000年4月

③白井・天野・井上1「有限個のトランザクション消滅を考慮したシステムの定

　　常解析一トランザクション消滅遇程の定鴬系内処理時閻につし、て」電気学

　　会論文誌，VoL120－C，ppr458－r466．2000年r0月

④白井・天野・井上1「有限個のトランザクション消滅を考慮したシステムの定

　　常解析一トランザクション消滅遁程の定常系内処理時問につし、て」電気学

　　会論文誌，Vol，120－C，pp1458－r466．2000年r0月

⑥自井・天野・井上：「トランザクション消滅のある待ち行列系に対する流通言平

　　価一流通収益最大闇題1こおける騒適陛の条件一」電気学会論文誌，
　　Vol．「2「一C，No．2，pp40「一409，200「年2月

霜気学会，日本リアル才プション学会．日本金融・暮狂券訣曇・工学学会

電気学会　システム・制御・情報部門の論文委員会委貿（2003年8月～）
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研究分野

ま要業績

所属学会

そ　の　他

穿カギ　　　雪シカ亘

簿木　義和　凧舳Gl　Yoshikazu

男

1949年r0月20日生

教授（r996年4月〕

…一m目il1tak昌gi＠nuis．ac．jp

1973年象都大学農学部食晶工学科卒業

農学博土（京都大学、1983年3月）

1973年～1996隼日本たばこ産業株式会社（入社騎は貿本専売公被）

葉たばこ警喫妹成分の微蚤化学分析・構造決定・含成に関する研究、研究管理、

薮規事業のための調査研究、特許の構報管理および出願、喫煙と健劇こ関する

科学情報の管理業務1こ従筆。

情報をめぐるさまざまな考え方の中で、情報を人・物一金につづく第4の資源とと

らえ、実鉢としての組織や社会にお1ブる、有効な情報発信、構報受信、情報管理、

惰報解析等、情報の極樹こ関する研究を行ってしrる。

論文

①旧本と北米における情報サービス産業の構造比較」単蚤暫潟霞際情報
　　大学情報文化学部繕要、Vol．rO，r　r9－130．2007．5

②旧本と北米における惰報サービス産業の構造比較（2）～薪潟における構

　　報サービス窪業関連企業1こ対する調査報告書」単箸、新潟国際婿報大学、

　　2007．4

③旧本どヒ米における情報サービス魔業の構遺比較～カプ’ダ・ア」レパータ州

　　立大学Ext8ns1on学部において倫理委員会の承認を受1ゴ案施したアルバータ

　　州エドモントン1こおける情報サービス産業関連企業に対する調蒼報替蕃」単

　　著、新潟国際情報大学、2006．9

④「概説購報論～構報とは何か～第r2回～第r回」単著、2003．10～2002．r2

　　知のW目bマガジンen、（rO）2003～（r2）2002、

　　（h廿p＝〃wwwsh；pjigyo．com／en／backnumber／0310／ma1n3，cfm～

　　http＝〃www．shiojigyo．com／en／b8cknumber／02r　r／m昌in3．cfm）

⑤「商用データベースおよぴ検索エンジンを使用した精報リテうシー教育とし

　　ての情報検索j単著、2002．3

　　薮潟国際憶報大学i購報文化学部紀要、Vol．5．2002

⑥「時系列データによる疾患と食晶授取蚤の関逮の解析」単著、r999．3．r9

　　新潟霞際情報大学構華憂文化学都紀要、Vol．2，205．1999

⑦「情報資源としてのインターネット」単警、r997．r0，14

　　第34回情報科学技術研究集会発表言翁文集、163，r998

⑧「インターネットによる情報検索」共著、1996．rO．22

　　第33回情報科学技術研究集会発表論文集、53，r997

⑨「インターネットにおける情報検索」（情報管理Vol．38，No．rOJa□．1996）

⑬ギ水府葉たばこの番気成分1こ関する研剃（祭都大学農学部鱒士論文r982）

　　その他の文献（http＝〃wwwnuis．ac如パ目kagiノを参照）

情報システム学会

三田図蕃鎗構報学会

情報処理学会

日本栄養・食糧学会

日本分類学会

（貝オ〕バテルメモリアル研究所客員研究員（r987）

情報処理学会情報システムと社会環壌研究会運営委員（200r．4～2005．3）

情報シスチム学会理事（2005．4～）

アルバータ少1泣大学Visiting　pro盲essor（2005，4～2005．9）
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研究分野

主要業績

所属学会
そ　の　他

ツキ幸　　　］ウイチ

槻木　公一　TSUKlGl　Kouiohi

男

r946年r0月9日生

教授（r996年4月〕

E－mail＝ts欧igi＠nu1s．ac．jp

1971年東京大学工系大学院航空学修±課程修了

航窒学修±（繁京大学、r97r年3月）

r993年～1996年（財）鉄道総合技術研究所S1事業推進都長

惰報システム分析設言寺方法論。座席予約システムやTPモニタなどの応用破究と

実システムの誰発経験を踏まえ、個人・企業・社会などの組織体と情報処理技

術が適切1こ役害竈分損あるしrは相買補完して、萬鰍一体化した情報システムを構

築するための方法論を追及する。特に、利霜者の様々な立場を重視するデザイ

ンの粋組みや一1脅報システムのモデ」レ作りを進めてしrる。

蕃書

①ゴ憶報シスう＝ムの分析と設計j培風館（共訳）r995年

論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
①「新潟国際情報大学1こおける構報シスチム教育の現状と課題」（共著）

　　惰報処理学会情報システムと社会環境シンポジウム200r年

②「旅行者中心の旅行支援システムに関する一考察」新潟国際情報大学情報

　　文化学部紀要第8脅2C05隼

③「文芸作晶のWebユーザービリティ向±のための情報デザイン」（共警）

　　新潟霞際構報大学情報文化学部紀要第9肴2006年

④「手のひらサイズの情報システム設計方法の一考案」新潟国際情報大学情

　　報文化学部紀要　第rO号2007隼

フィールドワーク等

　　特誇（r905460）指定券発行装護（共案）r987隼

　　特許（r444294）葛遼出礼システム（共案）1988寡

　　特許（r542849）端宋ファイ」シの保守方式（共案）r990年

構報処理学会、人工知能学会、惰報システム学会

学会活動1情報処理学会理事（r995．5～r997．5〕

技術士（情報処理部門20500）
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氏　　　名
性　　　別

生年月日
織　　　名
・遵絡方法
学　　　歴
’学　　　位

．職　　歴

研究分野

義要業績

所属学会
そ　の　他

＝＝ラ乍マ　　　シケ」」

西山　茂　NlSHlYAMA　Shigeru
男

r950年7月r2日
教授
∈一閉ail＝niSiyama＠nuiS．aC．jp

r975年　電気通信大学大学院露波通僑専攻科修了
コニ学修±

1975年～1980隼　日本電信電話公社（現NW〕驚気通信研究所にて予灘符号
器の研究、加入者系の研究に従事
r980年～2002年Nπ研究所及ぴ事業部門で、日本語コンパイラ、ソフトウェ
ア開発環境、ファンクションポイント法を含むソフトウニ〔アメトリクス、ソフトウェ

ア見積法、Web系通傷システム（会議システム）、WBT，3D、人事評価シスチム、
電子図書館、指紋認言正システムの各研究開発に従事。さら1こ、lS09000運絹、
社内μN構築運用にも従事

r987年～r988年Nπ研究所在勤中米ボストン1こ滞在し，米社社員とともにソフ
トウェア開発環境闇発業務1こ従事

r99r年、1992隼、r993年、各r0月～3月　議岡大学工学部非常勤講師（ネッ
トワーク特論）

2002～2006年Nπアドバンステクノ□ジ㈱1こて妓術営業、竃種ソフトウェア
廃発のPM、憶報セキュリティ、lS09000、プ□ジェクト晶質管理等の業務を推進

2006年7月～20r0年3月　新潟市政策企函都・1下政策監として新潟布役所の電
子富治体、最適化、晶質管理に関する業務に従撃
①ソフトウェアメトリクス及ぴソフトウェγ開発管理に関する研究

②ネットワーク応用システムに関する研究

著蓄

①「ソフトウェア開発の定董化学法」、共立出版r993年共訳
②「ソフトウェア病理学」、共立出版1995年共訳
③「ソフトウェアの成功と失敗」、禁立出版1997隼共訳
④「ソフトウェアインスペクション」、共立出版r999年共訳
論文
①「ベンダ製晶を用しrた通信サービスシステムの｛……頼性評価手法」、電子情

　　報通僑学会論文誌B　Vol．J87－B，2004年r月（共著）

②「ネットワークを琴ヨ」用したグルーツ活動支援技術の動向」NπR＆D
　　Vo1－48，No．6．1999年（共著〕

③「ファンクションポイント法の有効健と適用性」、第r4圓日本科学技術連
　　観晶質管理シンポジウム、r994年9月（共著）
④ロァンクションポイント法の効率的適絹に関する一考察」、第r5回日本
　　科学技術遵盟晶質警理シンポジウム、1995隼9月（共著）
⑥「ファンクションポイント法の計灘精度1こ関する一考察」、第r6回日本科
　　学鼓術連盟鋸質管理シンポジウム、r996年9月（共著）
⑥「Thev811dity目nd昌pPlic8bilityoffunc｛i㎝pointan81ysis」、EFPUG、戸ouけh

　　Europθ日n　Conference　on　So升ware　Quallty、「994（単著）

⑦ギV81ida…io□ofApPlio呂tionResu養sofCOSMlC－FFPtoSwitch1ngSystems」、
　　ASMA，Australian　Conference　on　Softw昌re　M昌訂ics（ACOSM）、2003（共蕃）

⑧「ソツトウ］1ア機能規模測定法農新動向」、SECjournalNo．5，1戸A，2006
　　年（類著）

⑫礪子会議システム1二一ズの分析と機能性に関する一考察」、電子情報通
　　信学会　オツィスシステム■画像工学研究会、OSF99－30，r999年（共箸）
⑱畠治体情報システム全体姦適化に係る検詞、F1T2009．2009年9月（共著）
特許
①特許第r236463号　局内伝送路監視方式（共同出願）
②特許第r23r7533号　ディジタル通僑の窟内信号方式（共同出願〕
③特願平］1－327357　インタネットを利踊した物甲受け取り方法（単独出願）

情報処理学会、情報システム学会、電子■1溝報通信学会、lEEE
日本ファンクションポイントユーザ会会長（1993年～2006隼〕、同顧問及び国際
化担当参事（2006年～）

情報処理学会規格言周餐会SC7専門委實会幹箏（2000年～2006年）、同SC7警
門委員会WGr2小委湊会主査（r999奪～2006年〕
lSO／lEC　JrrCr／SC7／W12Exρ餉（r993年～2006隼）、同Pro」ect　Editor（lSOノ

旧C「4143－6F］no…ion81Size　Measurement　Paけ6担当）（2004年～2006年）

日本規格協会ソフトウェγ生産管饗委員会磯能規模三則定〕主査（200r㍗2006年）

日本科学技術連盟SPC　WG6幹事（2004年～2006隼）



　　　　名

　　　　別

生年月日
　　　　名

遵絡方法
　　　　歴

学　　　位

職　　　歴

硯究分野
主要業績

所属学会

そ　の　他

フリ桓　　　争ケヒ］

藤瀬　武彦　FUJlSE頂kehiko

男

1962年4月22日生

教授（2002年4月）

E－m目il＝fuj1Se＠nuiS．a〇一p

1985年　早稲日ヨ大学教育学部教育学科体育学専修卒業

1987年　東海大学大学院体育学研究科体育学尊攻修士課程修了

1992年　東海大学大学院医学研究科機能系専攻博±…果程修了

体育学修士（東海大学、r987年3月）

博±（医学）（東海大学、r992年9月〕

1991隼4月～1994年3月　東海大学体誉学部非嬉勤言蕃自而

r994年4月～r998年3月　新潟国際惰報大学専任講師

r998隼4月～新潟国際構報大学助教授

2002年4月～新潟国際情報大学教授

体誉学（運動生理学、脳満学、トレーニング科学）

蕃書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
①ゴ筋力をつくるトレーニング』長澤純一編著ギ体力とはなにか」、NAP，rgO

　　－206．　2007杢巨

論文

①藤瀬武彦・橋本麻璽・長崎浩爾・高橋努「一般弩隼男女におけるベンチプレ

　　スのrRM椙対重蚤での最高反復回数」トレーニング科学、第2r巻第2号、

　　225～238．　2009圭P

②藤瀬武彦・橋本厳墨・長崎浩爾・岩壇丞1璽・山村雅一「歩行トレーニング跨

　　の高濃度駿素ガス吸入が皮下脂肪厚及び体圏囲に及ぽす効果」新潟体育学

　　歪升究、　Vol．2「、　35～45．　2003隼

③藤瀬武彦旧本人及び欧米人女子学生1こお1ブるボディイメージの比較」

　　体力科学、第52巻第4号、42r～432．2003隼

④藤瀬武彦一長崎浩爾晴年男女における隠れ醐満者の頻度と形態的及び体

　　カ的特徴」体力科学、第48巻第5号、631～640．1999年

⑥藤瀬武彦一杉山文宏・加藤健志・岩垣丞’1遺仙村雅一「持久的灘動鍛練者

　　の全身持久力に及ぽず高酸素トレーニングの効果」トレーニング科学、第r0

　　巻第2号、87～96，r998年

⑥藤瀬武彦・杉山文宏・加藤健志・岩垣丞恒・松本正彦・山村雅一噺増負荷

　　運動時の萬濃度酸素吸入が拷久的運動鍛練者の作業成績及び生理的変董に

　　及ぼす効果」トレーニング科学、第9巻第2暑、31～38，r997年

⑦藤瀬武彦・他卜般弩年男女における筋力言平極尺度としでのバーベル挙上

　　能力測定の…式み」体育挙研究、第39巻第6号、403～4r6，r995年

⑥FUjise，丁，花r80，丁，andNaka□o．S一「E竹ectso言θndurancetr昌iningunder

　　hyperoxi80n　s臥um　and…issu僅1；p1d　lθvels　in　rats．」Tbkai　J．Exp．Clin．M目d．，

　　Vol．「7，No．2，67～73．「992年

⑨藤瀬武彦・内山秀一・春尾保・中野冒召一「ラットの糖・脂質代謝に及ぼす

　　高濃度酸素環境下の持久的トレーニングの影劉体力科学、第40巻第2号、

　　208～2r8，199r年

⑩藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾保・中野畳召一「短晴閤最大運動時の酸素摂取

　　が作業成績に及ぽす影饗」体育学研究、第35巻第2号、r33～r42．1990年

⑪藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾保沖野昭一「血申乳酸値およぴ酸素負優蚤による

　　無駿素的運動能力評価法の検討」体力科学、第38巻第3弩、85～94，r989年

臼本体育学会一日本1嚢動生理学会・日本体力医学会・Eヨ本肥満学会・日本トレーニ

ング科学会

新潟県パワーリフティング協会理事（1998年度～）・生涯健康開発特男1」委嚢会委

翼（日本パワーりフう＝イング協会、2006年～）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42



氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

遵絡方法
．学．．・’・’’歴

’’学　　　位

職　　　緩

研究分野

主要業績

所属学会

そ　の　他

巾マクテ　　すオト

山口　直人　YAMAGuCHl　NaOtO

男

1957年3月3椙生
教授（2005年4月）

E－mail＝yamaguti＠nuis，ac．jp

1979年　慶療義塾大学工学部管理二〔学科卒業

1996隼　東京工業大学大学院社会工学奪攻博±課程修了

工学±　慶応義塾大学r979年銅

1979隼4月～1999隼3月　宇部宮南役所勤務

r991年～1993年　東京工業大学工学部非常勤講自詞

1996年～　日本女子大学人間社会学部非常勤講師

2003年4月～2004年3月　ニューイングランド大学審員教授

専門は、言十懸学、コンピュータによるデータ解析および都市システム理論です

が、データ解析の純粋な理論を研究ずるのではなく，現実のデータを用し、て

の実証研究でず。長隼、行政案務を行って来ましたが、都市計画としrう立場で、

都市や地域をデータによって解析するとし、う仕事が中心でしたd政策を立案し

て検討・協議することを科学的に行うために，都市システムモデルというものを

学び、都市シミュレータを作成して来ましたが、削寺は〕ンピュータ単体上で

學独で動かずものだコたために、行政の現場1こ定着することは難しし、状況でし

た。その後、その都市シミュレータを申心として、データベースやプレゼンチー

ションツールを統合し、さらにネットワークシスチムとして、多くの人（担当慈）

が使えるようにするための研究をして来ました。これからは、行政庁内のシス

テムから地域被会へも範騒を広げて、地域の人たちと接しながら、行政計画を

立案し策定するシステムを研究したし、と考えています。

論文

①熊臥兼田、五十嵐、山口（r990）「Gaming／S；mu1昌…iontoCre呂言eP1目nning

　　Culture」　lSAG！〉NASAGA

②山［コ（199r）「地方自治体1こおける訣画策定支援システムの整備方策」

　　日本者肺情報学会

③山口（r99r）「地方都市にお1ブる住民の居候環嬬平極の構造と空閻分布」

　　日本地域学会

④山□、五十嵐（r993）r計頭策定支援型都制溝報システムの核としての都

　　市システムモデルの寵発に関ずる研究」日本部市情報学会

⑤］」口（2000）旧本の地方慶治体にお1ブるGlSの現状と整備要件」新潟

　　国際橋報大学紀要第3肴
⑥山□（2000）「町丁目データ1こよる人□移動分捌統計第5r巻第2号

⑦山口（200r）「地方自治体ホームページと統計情報提供の現状」
　　兼充言青套芭52巻隻竃8号

⑧山口（2004）「GlS活用にお1づ’る小地域ヂータ整備の現状と震劉統計第55

　　巻第8号

日本統計学会

Eヨ本地域学会

人文地理学会

日本者肺訣痩学会

日本被会情報学会

地理情報システム学会

2001年～　　　宇都禽地域情報化専F『会議委員長

2001隼～2002隼新潟緊1T＆lTS推進協議会

　　　　　　　　地域惰報化文化委員会電子自治体検討部会長
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氏　　　名

牲　　　別

生年月日
・職　　　名

1遵絡方法
・学　　　歴

’学　　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

所層学会

イライ　　　争事オ

石共　忠夫　1SHl1頂dao

男

r955年r　r月3日生

准教授（200r年4別
E－mail＝ishii＠nuis．a〇一jp

r980年　山形大学工学部電子コニ学科祭業

2000年　搬嚢先端科学技術大学院大学1覧報処理学専攻榑士後期課程修了

工学修ニヒ（山形大学、r982年3月）

博±（惰報科学」擁先端科学技術大学院大学、2000年3月）

r982年　Eヨ立製作所入社、計灘器事業部（旧、那珂工場）におし、て、理化学

分析装置の＝コンピュータソフトウニ〔ア設計開発1こ従事直主に、蛍光■分光光度計、

液体クロマト分析装置等の製晶を損当し、r989隼に筒社の技師、r994年に退社。

2000年　北陸先端科学技術大学院大学1青報科学研究科教務補佐員。

r）非標準論聾、特1こnon－Fregθan　logicの体系の研究

2）構成的型理論に基づしrたソフトウェア発屡機構の研究

3）量子計算の体系の研究　　　　　　　　　　　　　　　　，

論文

①「Propositionalcalculuswithiden干ity」一Bulletinofth昌S目ctionofLogic，

　　UniversityofLodz，voL27．Nr3．「998，pp．96一「04。

②「AnoteonvarietiθsofPCl一昌1g昌brasw1thEDPC」，Bulle言inoftheSectionof

　　Logio，Un；ver昌ityofLodz，vol．28，Nr2．1999，pp．75■8「。

③「Proposition昌1calouluswithide□ti言yJ．Prooeedingsofthe3rstMLG

　　meeting目t　Miho、昌h1㎜1zu，November24－26，Japan「997，PP22－24。

④rMod富1ity，impl1ca言ionand1dentity」，XLVHistoryofLogicConf㈱nce，

　　Oo言ober26－27，Jagiellon1an　University，Krakow，Poland「999一

⑤「AnExt酬siono言M8rtin－Lof－sTypeTheorywithanEvolution
　　Relation」．Proceeding　o玄the34th　MLG閉eet；ng昌t　Eohigo－Yuzawa，January

　　9■12，Jap昌□200「，pp．33凹37．

⑥rAforma1細岬ofth昌o昌1oulusofindioation」．8ulletinofNUlS，Vol，9．2006、

⑦「ソフトウコニア仕様の差分について」，Bul1芭tinofNUlS，Vol．rO，2007．

⑥「ソフトウェア仕様とプ□グラムの導出」，Bu11etinofNUlSVol．r2．2009

⑨「構成的型理論に纂づしrた定理言証明プ□グうムの試作」．JournalofNUlS，

　　VOl．「3，20「O．

…ヨ漆数学会

日本ソフトウェア科学会

情報処理学会

構報システム学会
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　　　　　　　　　　　氏　　　名

　　　　　　　　　　　性　　　別

　　　　　　　　　　　生．年月日

　　　　　　　　　　’職　　　名

　　　　　　　　　　・連絡方法

磁1鷹蝕ア’歴

学・　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

戸斤属学会

イラカワ　　ヒ□，

石」l1洋　1SHlKAWA　H；roshi

男

「963隼6月24Eヨ自≡

准教授（2008年4月）

E－m目il1；shih1rO＠nuis．ao．jp

1986隼　静岡大学理学部数学科卒業

1989年　金沢大学大学院理学研究科修了

r998年　北陸先端科学技術大学院大学憤報科学研究科博±後期課程修了

榑±（情報科学　コ罐先端科学技術大学院大学，1998年3月）

r989年4月　株式会社CSK総会研究所入社，エキスパートシステム闘発に従事

r992年9月　株式会社CSKへ転籍、同年r2月退社

r998隼4月　福山大学工学部情報処理工学科　助手

2004年4月　岡　奪任講師

2007隼4月　福山大学人悶文化学部メディア構報文化学科　奪任講師（酉己置換え）

①並行富己反映計算の賞蒼的記述に関する研究

②形式仕様言語1こよる言己述の曽動検証1こ関する研究　　　　　1

論文

①AnExampleforConcurrentRef1eotivθCo榊put8t1ons；nRewritingLogic，

　　戸irst　lFlP　Wor矢shop　on　Form呂1Method昌盲or　Open　Object－b昌sed　D；stributed

　　Systems，pp．178－185（「996）

②On言heS昌maot；csofGA臥，Proceed1ngsofFLORPP．r23－142（r998）

③A□0perationalSem8nticsofGAEAinCafeOBJ，ProceedingsofOBJ／
　　CafeOBJ／Maude　Workshop昌t　FM’99，pp．2「3－225（「999〕

④Z佳様から代数｛士様への自動変換に関ずる考察．第20圓ソフトウェアシンポ

　　ジウム論文集．pp，3r－38（2000）

⑤APropos呂1onaModelof8nAutonomousAgentusi□9theMeta－Level
　　Arohitecture，Proo昌edings　of　KlMAS2003，pp．83－87（2003）

⑥ASpeci舌io昌tionConstruotionUnit－based目ditorforZ，Proceed；ngsof29th

　　COMPSAC　Workshops呂nd　Fast　Abstr80t，pp，5－6（2005）

⑦OnaGUl－b目sededitorforZSpecifioatio□sanditsApPlications．
　　Prooeedings　of　SERP－06，Volume　l1．pp．636－642（2006）

⑧A□0bject－OrientedDesignforOrig昌miAc言ivit；esi□UML，Prooe8dingsof

　　lTC－CSCC200ア，Volume「．pp．33－34（2007〕

⑨A□ApProachforRefactoringusingESC／Jav82－ASimpleCaseS…udy一，NEW

　　TRENDS　lN　SOFπ～A竃E　ME「HODOLOGlES，TOOLS　AND　TECHNlQUES，
　　PP，6r－72（2009）

日本ソフトウェア科学会，情報処理学会，驚子情報通信学会，人工知能学会，日

本数式処理学会，惰報シスラ＝ム学会

ACM，lEEE
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氏　　　名

・性　　　尉

1生集月臼
濁．’’　名

1連．績方法

学　　　位

職　　　歴

研究分野

釜要業績

所属学会
そ　の　他

オオノ　　　ト…ヒコ

大野　富彦　OHNO　Tbmih軟o

男

r969年4角r9日隻

准教授（2008隼9月）

E－mail1ohno＠n］is月c．jp

r993年　明治大学法学部法律学科卒業

200r年　産能大学大学院経営情報学研弼斗（MBA課程）修7

2008年　中央大学大学院総念政策研究科総合政策専攻博士後期課程修了

榑：±＝（総合政策、中央大学、2C08年3月）

r993年4月～r999年9月　株式会社竃±総合研究所

200r年3月～2008年9月　株式会社ビー・リンク

2005年4月～2009年3月　千薬翻斗大学商経学部非常勤講自而

2006年4月～2008年3月　嘉悦大学経営経済学部非常勤講師

2009年媚～　　　　　　中央大学政策文化総台研究所客憂研究員

経営戦略論、縄織の経済学、オーストリア学派経済学の知見をもと1こして以下

の研究を進めてしrる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

①企業家を率心に据えた企業の成蔓に関する研究

②企業組織こおける知識（籍に顧客の声）の獲得・蓄穣・活用に関する研究

蕃壽

①『インターネット時代のWeb営業戦賂』（共警）．明日香出版社．2000年．

②『図解でよくわかるlT繕語とそのしく別、アスカ・〕〔フ・プOダクツ．2000年．

③『訂MBA感覚（センス）」で行動する技術』，PHP研究所、2004集．

論文

①「顧客関係の新屡開一資源としての顧客に着圏した戦略に関する研究一」

　　『経営■購報学会言志』，第r5巻［第3号コ．pp．25－35．2006年、

②「ペン□一ズの企業成長理論の発展的検討一顧客洛用の慧義について一」

　　『申央大学大学院研究年報総台政策研翔茸劇，第rO号．pp．r　r3－r27．2007年．

③訂資源としての顧客に着圏した企業成長に関する研究一企業家の知識の成長

　　と縄織問題一」，中央大学大学院総合政策研究科榑＝ヒ論文．2008年．

④「企業経営にお1プる企業家像と企業家嚢成のフレームワークーP帥ose的企

　　業家とHarper的企業家の関遵性および『日常の聾論』からの検討一」『経

　　営哩胃報学会誌』，第r8巻〔第3号］，pp．287－300．2009年．

経慶情報学会、日本経営学会、組織学会、国際戦隠経営研究学会

中小企業診断±（r998年4月～）

社団法人私立大学1肴報教育協会経営学教育FD／1ア活用研究委員会委貿（2008隼

r2月～）
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氏　　　名

性　　　麟

職　　　名

遵絡方法
・学・　　歴

’・学’’　　位

職　　　歴

研究分野
主要業績

所属学会

苗ノ　　　　ヨウコ

小野　陽子　0NO　Yo氏o

女

准教授（2009年4月）

E－ma；1＝onoyk＠nu1s．昌o．」P

r996年　東京理科大学コ〔学部経営工学科卒業

r998年　東京理科穴学大学院工学研究科修土課程経営工学専攻修了

200r年　東京理科大学大学院コ［学破究科博士課程経営工学尊攻修7

博±（工学）、（東京理科大学、200r年3月）

2001年4月～2004隼3月　東蔚里科大学　助手

2004年4月～2005年3月　島根県立大学　講師

計算機統計学、代数の形式化と計算機上での自動言正明システム構築

論文

①AnApPlica割ono吉theFor冊1m8thodtoS｛atistics，Kobay目shi，H．andOno，Y，

　　Proc．of2009htem昌tional　Symposiu閉on　Compuミing，Commu□；cation，目nd

　　Contrd　（2009〕238－24「．

②Comp8risonahu鵬nproofwithaproo言inlsabelle．Ono，Y目ndKobay昌shi，

　　H！Proo　ofthe2nd　Workshop　on　Programming　L8□gu8ges　for　Meoh8nized

　　Ma釣ematios　Syst昌ms．（2008）29－40一

③OnComp昌r；sonofP－va1u自s青orContingency憶blesbetwe8nMCMCand

　　Direct　Sampling－Eヨulle有n　of　the56rd　Session　of　the　lntemationai　S言ati昌tic目1

　　1nstitute　（2007〕

④Cont1nnousBootstrapP；ng，N；K；、N．andOno，Y，Proc．inComputa君on81

　Sta看sttics，Phyios－Verlag．1075一「078　（2006）

⑤FormalizationofHense1一昌L8mm冨、Kobayash1，H．，SUzuki，H，andOno，Y．，

　Theorem　Proving　i□higherOrder　Logics，Ox言ord　University　Comp〕ting

　Laboratory　Programming　Researoh　Group　Research　Repo向PRG－
　RR－05＿02　（2005）　「「4－127．

⑥Randomge□era｛ionof2x…x2xJoontingencytables，Ma言s〕iT，M目tsui

　Yand　Ono，Y．Theoretioal　Co閉puter　Soience326（2004）「17一「35．

⑦0nComputer蔓dicat；oninJap日n，Ono．YandAs目hi，Y，Prooeedingsof言he

　jn言ern8tional　Conf㊧rnce　the　Human1stic　Renaissance　in　Mathθmat；cs

　Eduo昌tion　（2002）　285－287．

⑧Symbo鶉cA19orith鵬盲orobtainingMomentsand’’Mome□tsofMoments一一〇f

　Boots｛rap　D1stribut1ons．Ono．Yand　Nik；，N。．Jo〕rnal　ofJ臼pan　Socie…y　for

　Sy閉bolio目nd　Algebraic　Co榊pUtation，vol，8．No．2　（200「）37－48

⑨R日ndomGenerationofBmxContingenoy伯bles，Matsui，丁．Ma言sui，Yand

　Ono．Y。，Proce臼dingsofthe　lnternational　Conferenoeon　St日†istics．

　Combinatorios　and費e18t昌dAreas（200「）

⑯ProductMom昌ntsofNestedBoots細pDistr；butions，0口o，Y．呂ndNiki，N．

　Bul1目ti□ofthe53rd　Session　ofthe　lnt朕national　Stat1stio昌11nstitute　（200「）

訳本

①「応用M目th昌m8tio昌」（2004隼9月、新紀元社〕

日本統計学会、日本計鋒機統計学会、日本数学会
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＝＝生年月臼

1連絡方法
1．学’・「　歴

’学　　　位

織　　　歴

研究分野

主要業績

所属学会

コ…ヤ苛　　　　廿トシ

小宮山　　智志　　KOMlYAMA　Satoshi

男

「969隼5月3日自≡

准教授（2004年4月〕

…一m8il1komiyama＠n〕iS一目c－jp

1994隼中央大学文学部社会学科卒業

r996年中突大学大学院文学研究科社会学奪攻博±前期課程修了

r999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻樽士後期課程中退

社会学修±（中央大学、r996年3月）

r999年申央大学文学部社会学科非常勤講師

2007年度より文部科学省の科学研究蟹補助金の交付をうけ「職業における一一楽

しみ’’の階層研究」を行っております。どのような仕事もつらい面、楽ししr面が

ありますが、楽しい面が一部の人々に偏りがちになってし、るのではないか、楽し

し頂を多くの人々1こ酉冒分するためにはどのようにしたら浸し、か、研究しておりま

す。統言千的な賛簡紙調査、少数事例の聞き取り調査などを組み合わせ、取り組

んでおります。その他、以下の主要文献のようなテーマを扱っておρます。

論文

①圧一タリゼーションが発達した地方都耐こおける消費蕾の瘤舗選択要因の

　　解明」（新潟国際情報大学情報文化学部紀要第rr脅pp．3r－392008年〕

②ロンピュータ活馬の差異がE－Leamingの評燭に及1ます影饗」（新潟国際情

　　報大学情報文化学部紀要第rO号pp．99－r062007年）

③「階層線形モデ」リによる“地域不公平感川の分析」（新潟国際情報大学惰報

　　文化学部紀要第6署pp．16r－r782004年）

④「Perceptionoピe廿ort，…’’Ab；lity，’一anポEqu昌10pPortunity…inJaPanes8

　　Soc；ety」　（M．Miy釧o（ed．）J昌pan昌se　P昌rception　of　Soc；昌1Ju昌tice＝How　D0

　　They　figure　out　What　Ought　to　Be，MinsiW　of　Education．Sports昌nd　Cu1言ure

　　Gr昌nt一；n－AidforSoi8ntifio　Research（B）冒epoけ．094「0050．2000pp．87一「OO）

⑤E条・燕市製遙業者閤のデジタルデバイド」（新潟国際惰報大学情報文化

　　学部紀要第6号pp．r03－r212003年）

⑥「不公平感の地域格叢におけるマルチレベル分析の応劇（紀要中史大学

　　文学部社会学科第rO弩pp．r99－2r3　2000年〕

⑦「消費税・所得税に関する世論につしrての試言論的研究」（社会科学研究所年

　　報第3号　pp．67－79　r999年）

⑧旧本の公正地図」（富野勝［編：『公平感と社会階層』科研報告蕃
　　PP．195－2r4　r998年）

⑨「新聞にお1プる公正」（宮野勝［編］帽本人の公正観』中央大学社会科学

　　研究所報告書第17暑　pp．r93－202　1996年）

⑪「公正観の深層理解＝實由面接データの分析」（富野勝彌］『社会的公正の

　　研究1理論籍正・応刷科研報告書　pp．r54－r65　1996年）

数理社会学会

日本社会学会

関簗社会学会

臼漆行動計量学会
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　　　　名

　　　　別

生隼月日
　　　　’名

遵絡方法
　　　　’；歴

　　　　位

職　　　歴

研究分野
差要業績

所属学会

＝ノセ　　　ユ］

二瀬　E自理　NlNOS蔓Yuri

女

1969年9月r08生
准教授（2009年4月〕

E－ma1l　l　nino＠nu1s．昌〇一jp

九州大学文学都哲学科心理学専攻　卒業

九州大学大学院文学研究科心理学専攻修土課程　修了

博土（文学）（九州大学、1999年3月）

1998隼～2000年　臼本学術振輿会特別研究員（DC21加・1・1大学）

2000年～2002隼　日本学術振興会特別研究員（PD1東貌大学）

200r隼～2002年　勅ヒ福祉大学兼任講畠雨

2002年～2007年　橿岡大学コニ学部電子情報工学科　助手

2003年～2007年　福岡大学付属蕃護警門学校非常勤講師　兼任

2003年～現　在　九州大学文学部非常勤講畠而　兼廷

2005年～2009毎　九州産業大学国際文化学都非常勤講節　兼任

2007隼～2009年　籟岡大学工学吾鰯子構報コ［学科　助教　　　，

認知心理学、実験心理学

論文

③持続的注視による漢学認知の遅延　一ゲシュタルト崩壊現象の分析一

　　（共著）r996年8月　心理学研究，67巻，p227－23r

②パターン認知こ及ぼす持続的注視の影饗（共著）r99ア年7月Vision，9巻．

　P「63■「7「

③持続自勺注視が漢字認知におよぽす影饗とその方位依存性（共著）1998隼3

　月　纂礎心理学研究．r6巻，p69－75

④両耳分離聴法による空主言群1淀プ□セスの分析（2〕一語1煩の効果一（共蓄）

　r998年3月　認知科学，5巻．p82－88

⑥映像認知における文字憤報と音声情報の統台一人物評棚憧を指標として一

　　（共著）2000年r1月　信学技法　HlP2000■43．p63－66

⑥Effectsofshort8ndprolongedvi8wingof8d富pta…ionp8ttθmsonth8
　reoogn1tion　of　oompound　let言er　pattems。（共著）2002年3月　Tohoku

　Psyohologioa　Folia，59．p60■66

⑦持続的注視による漢字認知の遅延とその生超要因の分析（共著）2002年8

　月心理学研究．73巻．p264－269

⑧Thee肯ectofprolongedviewingonth帥ecog□註iono吉globalandlocallevelsof

　hi8r目rchioally　cons｛ructed　p8廿ems．（共著）2003年3月Acta　Psyohologic8，r　r2，

　　p233－242
⑨コンピュータによるウソの實動判男1j（単著）2007年8月現代のエスツリー

　　嘘の臨床・嘘の現場一、第48r肴．pr9アー205，至文裳

著警

①新・心理学の墓礎知識（執筆分担）2005塙月第5牽言己憶・認知の一部

　　損当　有斐閻プックス

日本心理学会、日本認知心理学会，日本墓礎心理学会、九州心理学会、東北

心理学会、臼本認知科学会
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氏　　　名
性　　　男1」

生隼月日
織　　　名

遼絡方法
　　　　歴
　　　　’位

　　　　歴

研究分野

杢要業績

所屡学会

そ　の　他

ヨ，タ　　ヒ□シ

省田　　縛　YOSHlDA　Hiroshi

男

r943年3月8日笠

准教授（2006年4月）

E＿mail1hyoshida＠nuis．ac．jp

r966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業

工学士（東蒙二〔業大学r966年3月）

r966年～1972隼三共株式会社
1972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社（現日本総台破究所）

マーケティング事業部長

r987年～2006年コニムアイシー（M昌rkθ言ing　lnnov8tion　Consulting）代表

2005年～2006年日本福祉大学情報社会科学部婁鵠勤講師

③地域・地場窪業の振興と産竃学の連携（地域プランド戦略、製晶企画・構報

　　発僑・販売の展開）

②非営利縄織（行政、福桃、NPO等）のマーケラ＝イング

③起業・ベンチャービジネス　　　　　　　　，
著奮

①r絞込み思考の技術」（共著〕（1985年、経済界）

②「地域とマーケティング」（共著）（r992年、国元書房）

③「仲問と暮らす家づくり」（共箸）（r994年、日経BPセンター〕

論文

①「地域活性化に向けてのベンチャー起業の育成・支援」

　　（r997年総合研究開発機構N沼A政策研究1997VOLr0）

②「地域プランドと地域活姓化一盛濁ブランドの農開一」

　　（2007隼5月新潟国際情報大学構報文化学部紀要第10号〕

③「新潟市らししr地産地消の推進に南けて」（2008年3月新潟市大学遵携事

　　業ゼ地産地消のための調奮及び検書正j）

日本NPO学会

日本中小企業学会

・三条市優ししrほちなか」禽■」造協議会（会長）

一東京都墨田区藺工業アドバイザー

・東京都葡11区異業種交流アドバイザ’一

・東京都台東区「台東区産業振興ビジョン策定委員会」（産業部会長〕

・岩手県盛岡地域地場産業振興センター専門委員

・独立法人中小企業基盤整備機構「地域プランドアドバイザー」（潜手輿盛岡プ

ランド）

・東京都陳京都老人総合破究所中期経営計圃検討委員会」（委員）

・東京都壁丁田布社会福祉協議会「貝オ源確保研究会」（座長）

・東奈都港区囎祉施設事業者候補選定委員会j（委員長）

・東京者隅区ギ指定管理者候補選定委員会」（委員）

・扇±庁ネ才ふるさと禽」造プログラム「人間村窒」企團（新潟県大農村にで実施）
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

遵絡方法
学　　　魔

挙　　　位

職　　　歴

研究分野

主要業績

所属学会

力口j旧　　カヌヨ，

河漂　和好　KAWAHARA　Kazuyoshi

男

r969年9」≡…昭隻

講師（r999年媚）

豊一mail　l　kaw呂h目r8＠nuis，ao．」p

1993年　信州大学コニ学部情報二［学科卒業

1995隼　信州大学大学院工学系研究科博±前期課程1欝農工学馨攻修了

r998年　｛着州大学大学院工学系研究科榑士後期課程システム開発工学専攻修プ

博士（二［学〕（信州大学、r998年3月〕

r998年4月～1999年3月　岐阜大学バーチャルシステムーう斌ラ刈一葬常勤研

究員

醐象処理に関する綴究。ファジィ理論の画像処理への応濡、コンピュータビジョ

ン（□ボット）、3次元顧像処理。

論文

①「FlNlTETOPOLOGYBASEDONFUZZYT…MPLATESANDlTS
　　APPL1C岬10NS」（共蕃）、r994年r　r月、Proc．of　the1st　MAGト日rO－ELEC一

　　↑RONlCS　lnt目rnational　Sy閉posium，pp．46「一464

②「1舶geProcessingwith芦uzzySetThθ岬」（共箸）、r995焦r胴Seoond
　　Asi昌n　Co□ferenoe　On　ComputerVi昌ion（ACCVI95〕、Vol，1，pp．494－498

③「ファジィ理論を用いた画像処理」（共著）、1997年1月、電子惰報通信学会

　　論文誌O一互、Vol．J80－D一π、No．r，pp．r66－r74

④「imageProoe昌si□9usingMathematioalMorPhology8ndTbpologywith
　　戸uzzySet」（共著）、「997年12月、Proc．oflnter冊tional　Symposium　on

　　NonlinearTheo｝and　its　Applica言ions（NO□「A－97）、Vol．2，pp．「013一「0「6

⑤「FuzzylmageProoessingwithrrbpolog1calTheory」（共著）、r997隼r2月

　　Proo．of　l…EE　TENCON■97　（lEEE　R目gion「O　Annual　Con粁erence）Speeoh

　　8nd　lm昌ge　Tbohnologies吉or　Computing目nd　Teleoommunications，yol．「

　　pp．333＿334

⑥ギEdgeAn81ysisofDigit81Mammogr昌m」（共著）、1999録rO民Proc．o盲2nd

　　MAGNE「0－ELECTRONlCS　lntem富tional　Symposium，pp－339－342

⑦「ファジィ理論を用いた国像の特徴抽出」（単劃、2005隼3月、新潟国際情

　　報大学情報文化学部紀要第8弩，pp．r69－r78

竃子情報通信学会

’1欝慶処理学会

医踊画像学会
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~) Toyohisa Nakada, Yoshihiko Kato, and Susumu Kunifvji : fA StiJdy on the 
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C~eativity Support Systems (KICSS 2007) , pp 72-7g (2007) . 
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(~) Toyohisa Nakada, Hideaki Ka~ai, and Susumu Kunifu;i : rDynamic Book 
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The 5th lr~ternationai Conference on Pervasive Computing (Pervasive 

2007) , pp.53-56 (2a07) 
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R Toyohisa Nakada, Hideaki Kanai, and SusumL~ KiJnifuJi : rA Support System 

for Finding Lost ObJects using SpotlightJ , 7th Internationa[ Conference on 

Human Computer interaction with Mobile Devices and Services (MabiieHCI 

2005) , pp,321-322 (2005) 
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氏　　　名

性　　　別

．生年月日
職　　　名

’連絡方法
・学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究分野
主要業績

所属学会

巾マシ争　　イサオ

凶下　功　沿MASHlTA　lsao

男

r972年r2月r4日生

講師（2007年9月）

E－m昌il1iy日maShi＠nuis，ac－jp

1996年3月　横浜霞立大学経営学部会言十一情報学科卒業

1998年3月　横浜国立大学大学院経営学研究科修士課程修了

修±（経饅学）（横浜国立大学．1998年3月）

1998年3月～2003年4月　ミツミ電機株武会技経理部

複数企業間での連掬こお1ブる戦絡的原価管理の研究

論文

①「マークシート1こよる授業支援システムの費用対効果1薮潟霞際一騨農大学に

　　お1ブる試行導入事例」，『新潟霞際1簿報大学情報文化学部紀要j，第r3号
　　（20rO年3月）．PP，r　rら一123．

②「企業闇遵携における原価管理絹立型総含電子部晶メー力一の割列研究」，

　　『買オ務管理研究』，第16号（2005年r2月），pp．r01－r　r0．　　，

③「企業間原価管理の劃列研究組立型総台電子晋睨メープコーの事例」，『横浜

　　国際社会科学研究』，第9巻第6暑（2005集2月），pp．95－1r2、

④幡力事業における原価管理』，横浜国立大学大学院経営学研究科修±論文，

　　r998年．

日本陳価計算研究学会

日本管理会計学会

日本財務管理学会

Eヨ本会計研究学会
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